第四章　トゥラーンのズルヴァーン教

イスラーム以前の時代、とくにアレキサンドロス・マケドニアの到来以後、トゥラーンは異なる宗教体系の戦いの場であったことが知られている。その地域に細々と伝わっていた固有のゾロアスター教も、他の宗教、すなわちキリスト教・仏教・マニ教と戦わねばならなかった。キリスト教はトゥラーンにおいて広く受け入れられなかったので、この著述では詳しくは触れていない。
クシャーン朝統治下、仏教はトゥラーンにおいて拡大し、とくにバクトリア地方では強い影響力をもっていた。仏教布教の歴史についての詳細はＢ.Ｙ.スタヴィスキイ（1964年、1969年、1972年、1982年）・Ｂ.Ａ.リトヴィンスキイとＴ.Ｉ.ゼイマル（1971年）・ブラトフ（1972年）他の研究において検証されている。したがって、仏教について詳説する必要はないであろう。しかし、Ａ.М.ベレニツキイが示すように、エフタルやトルコによってクシャーン朝が崩壊した後、仏教は急速に衰微した。（ベレニツキイ、1954年、p.38）ササーン朝のゾロアスター教からの影響に対して、その地域既存の仏教布教は再度強化された。このことに関しては、トゥラーン仏教の中心地であるテルメズの仏教寺院の大規模な荒廃（スタヴィスキイ、1975年、pp.14-61）や中世初期にヴァクシュ公国の中心であったカフィール・カラの儀式用の広間で聖火壇が発見されたことなどがその証左である。
『クドゥド・アル・アラム』の著者はワハンとイシュカシムにマギがいたことを報告している。（クドゥド・アル・アラム、1983年、p.76）М.Ａ.ブブノヴァによる西部パミールでの拝火神殿の発見は、拝火教徒（ダル・バイ・ガブラコナンド）がワハンにいたという事実を述べた『クドゥド・アル・アラム』の著者の資料を証明する。クァルダド居住地区には偶像寺院があった。（同、p.76）このように、ワハンにはゾロアスター教徒がいて、彼らの宗教はソグドの宗教と同じであった。アル・イシュタキの資料によれば、十世紀、ヘラト山にもサルシャクと呼ばれる拝火教寺院があったという。（イシュタキ、p.20）アフガンの歴史家Ａ.ハビビは、アラブが到来したとき、アフガンの山地地帯には拝火教寺院が多数あって、ヤヘ・バルマク、ヴェジル・ハルン・ラシドが九世紀にそれらを破壊したと記している。（ハビビ、1357年、p.645）
しかし、仏教の地域拠点はアラブの到来まで存続し続けた。（ベルンシュタム、1950年、pp.48-55、キズラソフ、1959年、pp.160-220、ブラトヴァ、1972年、リトヴィンスキイ、ゼイマル、1971年、リトヴィンスキイ、1980年）仏教の大きな影響力にもかかわらず、トハリスタンにおいての葬送儀礼は地域的なゾロアスター教によるものであった。おそらく、仏教は主に村落の住民の習俗、とりわけて葬儀に関してはそれほど影響しなかったのであろう。実際に、仏教は普及していたけれども、クシャーン朝の統治者は貨幣に拝火壇を描いた。拝火壇の前で礼拝する王、それが特徴であり、クシャーン朝貨幣の基本的主題であった。さらには、ゾロアスター教の主題である神の像は、貨幣の重要な位置を占めていた。スルフ・コタルの小高い丘には「征服者カニシカ寺院」と名付けられた拝火教寺院が建てられていた。多くの研究者が示すように、イランのゾロアスター教における勝利の神、ヴァラフランとして偶像化されたカニシカ王（ギルシュマン、1975年、pp.141-142）が取り上げられているのである。クシャーン朝の王へのスルフ・コタルの拝火教寺院は、シズにあるイランの王（アタル・グシャタスプ）の拝火教寺院と同じ役割を担っていると考えられる。
クシャーン朝の王たちは「王の中の王、偉大な救済者」で始まる銘とともにイランの神々を描いた。「王の中の王、偉大な救済者」、ミトラ神の胸像が彼らの貨幣に刻印された（ゼイマル、1983年、p.161、表20）。そして、さらには聖火壇の簡略化されたシンボルがその頭の後ろに描かれている。
ヴィマ・カドフィセースの貨幣表面には聖火壇に向かう王が描かれている。（同、p.181）イランの神々の像はカニシカ王統治の間にはるかに多くなる。
１．ミフル（ミトラ）神は正面を向き、頭は左に向けられ、右手は前に伸ばし、左手は肘で曲げられベルトに置かれて描かれている。その主な標章は頭の周りの円光であり、それからは光線が放たれている。（ゼイマル、1983年、p.194）２．マフ神はミフルと同じ衣装、同じ姿勢ではあるが、その特徴的属性である背後に見える三日月の角をともなって描かれる。３．ナーナー女神は豊満な姿で、頭にはディアデム、左手には杯、右手に短いバトンを持って、獅子坐の上に描かれている。４．アトショ神、クシャーン朝の貨幣の図像としてよく特徴づけられる腕の火炎を持つ。ゾロアスター教の象徴である火炎は、ヴァスデーヴァをはじめとする、すべての王の腕に描かれている。５．ヴォータ神、短い線によるあごひげ、上方へ挙げた手には翻るスカーフを持ち、左へと走る。時として、その素早い動作は神の姿に続く背景に満たされた交錯する「旋風」を表現した線によって強調される（同、p.194）。Ｅ.Ｖ.ゼイマルは、「第一段階から第二段階への移行において、表面的特性の伝説のみではなく、裏面の神々の名前までもが、ギリシア語からバクトリア語へと翻訳され、ゲリオス、セレーナ、ゲフェクト、ナナヤなどはそれらの図像において変更されることなく、新しい地域的名称であるミフル、マフ、アトショ、ナーナーを獲得した。特に判断の基準となるのは、月の女神であるセレーナが男神であるマフに変更されていることである。あきらかに、ゲリオス、セレーナ、ゲフェクトを本来のクシャーン朝のパンティオンに加える根拠がない、なぜならこれらの名称のギリシア語からバクトリア語への翻訳には神々の属性や彼らのポーズ、あるいはそれ以外の図像の要素の変化をともなっていなかったからである。」と書いている。一面ではカニシカはある程度においてギリシア地域の宗教を一掃したが、反面では、地域のバクトリア人や一般のイラン人はゲリオスの中に常にミフルを見、セレーナの中にマフ等などを見ていたとも考えられる。

M.ボイスが的確に指摘しているように、アルシャキドはゼウスやアポロというギリシアの神々の様式においてアフラマズダやミトラを理解した、ゲラクル・カッリニクはヴェレトラグンを示し、そして、ニケとデメテルはアシャとスペンタ・アルマティである。（ボイス、1987年、p.101）この伝統をＤ.シュルンベルツェは記している。彼は、「イランの神々、オルマズド、ミトラ、アルタグンはゼウス、アポロ、ゲラクロムと融合した」と書いている。（シュルンベルツェ、1985年、p.48）このように、イランにおいても彼らギリシア人は、シリアやメソポタミアにおけるのと同様に、自分たちの神々と地域の神々を配置することを期待して、それらを同一視した（ボイス、1987年、p.101）。

図像的に変更されなかったギリシアの属性をもつこれらの神々がクシャーンに受け入れられたということは、明らかに、イランの神々が地域的図像上の属性を持たなかったということに関わっている。したがって、神々は名称を変更するのみであった。
カニシカ王の貨幣にはヴレトラグン、「マフ神」、マズドヴァン（アフラマズダ）、ドルヴァスプ、ファッラ、ヴァクシュ、豊饒の女神アルドヒシュなどの女神たちの像があらわれる（ゼイマリ、1983年、pp.190-191；スタヴィスキイ、1977年、pp.174-175；ロゼンフェリド、pp.190-112）。ちなみに、七世紀のペンジケントの絵では、マフ神はお下げ髪であり、明らかに女性である。中央アジアにおいては、月の神マフの四つの像が見つかっているが、全て女性であり、（レンペル、1987年、図23）、したがってソグドでのマフ神は女性であった。（図版11、第二章）
有翼の勝利の女神、クヴァニンダは明らかに図像的にニケとつながり、おそらくはそれと融合している。（スタヴィスニイ、1977年、1975年）（図版8-2、第三章）
サクサノクラ（１－３世紀AD）から出土した容器と花束を持った女神の置物（ムヒッディノフ、1975年、pp.378-382）や銀の水差し上の六人の女神中の容器と花束をもった像（ルコニン、トレヴェル、1987年、図53）も、おそらくクヴァニンダ女神を表現したものであろう。
Ｂ.Ｙ.スタヴィスキイの有用な意見に、「新しい人類形態学的外観にもかかわらず、これらの全ての神々は疑いもなく、クシャーン朝の支配階級から生じたイランの歴史文化的環境の宗教的思考とつながっている。すなわち、何よりもバクトリアには、明らかに、はるかな古代に根源をもつアヴェスターのグループの神々に対する信仰があった。」としている（スタヴィスキイ、1977年、p.195）。

Ｂ.Ｙ.スタヴィスキイはカラテパのある石窟寺院の壁に「ブッドマズド」の銘文のある炎の輪の中にある仏陀の像を発見した。（スタヴィスキイ、1981年、p.5）この発見は、中央アジアにおいてアフラマズダの確固たる図像がなかったこと、そしてそれゆえに仏教やヒンドゥーイズムを含めた他の宗教のすぐれた神々の像が、ゾロアスター教のパンティオンにおける地域的神々の像として容易に受け入れられたことを示唆している。
　ホイ・チャオの報告によれば、８世紀初頭、ソグドでは仏教が知られていなかった。サマルカンドには僧侶一人だけの仏教僧院が唯一あった（ベレニツキイ、1954年、p.39）。その報告ではさらに、偶像や神殿は仏教のものではなかったことを述べている。
マニ教

３、４世紀に中央アジアに広がったもう一つの宗教が、マニ教であった。マニ教についての多くの資料は、Ａ.Ｍ.ベレニツキイの『ソグドの思想と信仰についての問題』の中に収集され検討されている。（ベレニツキイ、1954年、pp.39-52）マニ教の本質についての資料はＶ.Ｇ.ルコニンの研究の中で提供されている。（ルコニン、1969年、pp.70-79）トハリスタンのマニ教についての問題は『アジナテパ』（リトヴィンスキイ、ゼイマル、1971年、pp.120-1122）の研究、著書『タジク』（ガフロフ、1972年、pp.171-179）の中で触れられている。ソグドを含めてトゥラーンについて、Ａ.Ｍ. ベレニツキイの研究は、この地域のゾロアスター教資料を考慮することなく、深い検討なしに資料が引用されている点を指摘しなければならない。したがって、Ａ.Ｙ.ヤクボフスキイは、中央アジアのイスラーム以前の信仰の分野についての広範な博識、またペンジケントの資料についての卓越した知識にもかかわらず、著者、すなわちＡ.Ｍ. ベレニツキイはマニ教の役割を過大評価しており、また地域の異教信仰、そして地域のゾロアスター教の役割を十分に考慮していない。（ヤクボフスキイ、1954年、p.22）Ａ.Ｍ. ベレニツキイはソグドにおいて宗教に関してはマニ教が中心事であり、この地域におけるゾロアスター教の存在を否定している。しばらくマニ教の基本的論議を中断し、そしてソグドとトゥラーンに関わる以下の資料を挙げてみたい。アル・シャフリスタンの資料によれば、マニ・イブン・フォタクはもともとイランの人であった。母、そしておそらく父もアルシャキドフの出身であった。父はカマダンの出であり、彼らはバビロンに移り、その郊外、メーセーンの地に住んだ。そこで、212年あるいは215年にマニが生まれた。彼はセム語を話した。成年になると、新しい宗教を説くことを決心した。その宗教はズルヴァーン教の要素を多く含んでいた。
Ｒ.Ｃ.ゼンネルは、マニはズルヴァーン教をよく知っていたし、シャープール１世の時代ズルヴァーンはオルムズドよりも地位が高かったと書いている。（ザエフナー、p.22）マニは仏教にもユダヤ教にもキリスト教にもまたこれらの地域のグノーシス的伝統にも通じていた。特に彼はバビロンにおいてイブン・ディソンやマルキオンの教義に没頭した。こうして、マニはギリシア哲学のみではなくバビロンのグノーシス学派の要素を含んだ世界宗教を創設しようと望んだ。マニ教は様々な国において多様であり、地域の宗教、地域の神話、神々、伝統に適応していった。その経典もまた様々な言語で書かれた。マニは、ササーン朝パフラヴィーで「ショープルコム」、他には、シリア語やそれ以外によって「ケファラユカ」、「神秘の書」「生活賛歌」「クヴァスツヴァニヴァト」「フカマティ」など７６の経典を書いた。（ナディム、p.598）
マニは世界を、光明（善）と暗闇（悪）の二つの部分から構成されていると説く。それらは分断して存在していた。光明は偉大で無限である。楽園と光明の神や天使であり、善性、物質的知性、神秘性、理知性の五つの徳を、また、さらに愛、信、信心深さ、寛大、知恵の五つの徳を具える。神は空や地において、これらの徳を常に有している。（ナディム、p.584）
アル・シャフリスタンは以下のような善神の五つの印を挙げている。光明：１（本質）、良、賢、貴、浄、芳しい、快い；２、霊魂：良、賢、有用、科学；３、行為、理性と良にともなわれた、幸福をもたらす、規律、平和（団結）；４．空間、上方にあり、多くの者はそれが北から聳え立つと考え、あるいは、他の者はそれが暗黒のそばに位置すると主張する。５．本質（自性）光は５要素で構成される。四つは物質で一つは精神である。物質の本質は、光、火、風、水である。精神の本質は物質の中を行き来する微風である。また、悪神にも五つの印がある。１．闇―（本質）は淫らな、欠陥があり、汚らしく、忌わしく、醜い；２．霊魂：凶悪、下劣、愚か、有害、無智である。３．行為は、邪悪、放逸、悲しみ、無秩序、不和が内容である。４．空間、下方にあり、多くのものは南から落ち込んでいると考え、あるいは、他の者はそれが光の隣に位置すると主張する。５．本質は５要素で構成される。四つは物質で一つは精神である。物質の本質は、炎（火）、闇、熱風（熱い風）、霧であり、精神の本質はそれらの中を行き来する煙である。
天空はまた、善良、知識、知恵、秘密、根源性という五つの部分を持つ。地上は息吹、空気、光、水、火で構成される。（ナディム、p.585）
悪神は善神の質と相反する全ての質を所有する。
マニは説いている。悪は闇から生ずるが、永遠ではない。しかし、自身の永遠の要素から成り立っており、この要素は悪に力を与える。悪はライオンのような頭で、体は怪物（アズダホ）で、鳥のような翼、魚のような尾で、獣のように四足である。悪は暗闇（アフリマン）から霊感を得、全てを吸い取り、冒涜し、殺害する。悪は自らの左右側から動き始め、そして下に向けて動き、行く手の至る所で自分の仇敵を滅ぼす。そして悪は上方へ向かおうとするが、そこで光明による光線にであい、それができなくなる。その時、悪はもとの所に帰って、そこで再び、光明との戦に向けて昇って行った。その意図において地上やそれ以外の世界、そして光明の神も同様に光り輝いていることがわかった。悪に反撃するに十分な戦士がそれらにはあったにもかかわらず、悪は全ての世界の道に片をつけようと試みた。
光明神の魂によって、五つの部分の領域と十二の要素から赤子、原人が生まれた。それは最初の人間であり、彼の使命は悪に対抗する主たる戦士となることであった。原人、ホルミズドは五つの領域によって、五つの善なる要素（エーテル、清風、光、水、空気）によって武装し、それらは盾と武器になった。彼は最初の光の息吹（エーテル）を身にまとい、大いなる息吹（大いなるエーテル）を身にまとい、さらに輝かしい光を身にまとった。彼は火で盾と槍を作り、天国を出て悪との戦いの場である境界に至った。
悪の原人（アフリマン）は暗闇、五つの邪悪な力（煙、悪の炎、暗黒、熱風、埃をともなう嵐）によって作られ、戦闘において善の原人に相まみえた。彼らは長い間戦い、そして最初は悪の原人が勝利者となり、善の原人は彼の力とともに悪の軍の包囲の中に取り残された。善の原人は光の天使に救助を要請し、光明神は善の原人を悪の戦闘から救うために彼の兵士を送った、こうして彼は救出され悪は征服された。
　この後、死の世界（地獄）が始まる境界に「活霊」があらわれた。「活霊」は、悪と闇の力の包囲網の中において善の原人とその援助者を観察し、さらに、「活霊」は大きく神々しい声で原人を召喚し、それを神の列に加える。
マニは説く、五要素の善が邪悪の五要素と混じり合うやいなや、原人は悪の原人との戦いを開始した。煙はエーテルと混合された。エーテルから生命は生じたが、煙からは全ての破壊が生じる。燃え上がる火は善の火と混合され、はじめその善の火は人間に利益を与え、その住居を暖め育て、光と熱を与えたが、その後燃え上がる火は人間に害を与える。
光と闇が混合された。光は我々に金や銀と同じように幸せや福を与えるが、闇は不幸と苦しみと病をもたらす。熱い風は清涼な風と混合された。清涼な風はそれ自身利益と晴れやかさを運び、一方で熱い風は旱魃と破壊をもたらす。埃だらけの嵐は水と混合された。清らかな水は健康と収穫をもたらすが、埃だらけの嵐は土砂流と失望をもたらす。（ナディム、p.586）
　全ての要素が混合されたとき、原人は再び下方へ行き、全ての邪悪な力が成長しないようにまた増えないように打ち砕き、そして再び戦闘の場へと戻った。そして彼は天使たちに邪悪な世界で形作られた混合した要素を取り、善悪が停止した状態に保つよう、また一人の天使にそれらを守るために留まるように命じた。
マニは説く。光の神は、世界を創造することができるように、彼の天使たちに悪の要素から光の要素を分離するように命じた。彼は十の天空と六つの地上を創造した。一人の天使は天空の保持者となり、他の天使たちは地上の保持者となった。それぞれの天空にはアイワンの広さの十二の門がある。門は固められ互いに向き合っている。それぞれのアイワンへの入口には六段の階段が設けられ、それぞれに十二列の並木が植えられた三十の小道がある。多くの木々は天空に至る。天空と地上を繋いでいる空間には深い溝がある。ここで邪悪から精留された善が生じる。
　溝の後ろには大きな防御壁がたっており、それは善から分離された邪悪の要素が天空と混じり合わないように保つためのものである。マニは説く。その後、光の神は悪の要素から世界を浄化するために太陽と月を創造した。太陽は光による浄化であり太陽からの光線はアフリマンの者たち（邪悪の力）を懲らしめる。月からの光線は彼らを冷却する。これら全ての要素である太陽と月は統一された流れとなる。この流れは全ての善い行為や物事を集め、その後それらは空を経て、太陽に至り、そしてそこから無限の光明の空へと進む。
　以上のことは光が残らなくなるまで、月と太陽が幾分かより清浄になるまで続く。その後、地上と天空を保持していた天使たちが持ち場を離れ、天空を手放し全ての物が散乱していく。炎が現れ、その中で全てのものが焼かれる。
マニは、この炎は１４６８年も燃えると説いている。この期間が過ぎ去ると、邪悪な霊たちは立ち上がり、善なる力との戦いを開始しようとする。その軍人たちは思い止まらせようとしたりそれを非難したりと混乱し、次第に弱まりながら、それらのために特別に掘られた穴の中へ入り込んでいく。その上から巨大な石でそれを塞ぎ、セメントのような漆喰を流し込み、その瞬間に人々は邪悪の魂から逃れるのである。
また、それでもなお光の霊魂において邪悪の要素が残り、それは最後まで損なわれなかったともいう。
マニ教の信仰

祈祷：４回あるいは７回のルカタミと呼ばれる礼拝が定められていた。
礼拝：礼拝の間太陽の方へ顔を向けなければならない。礼拝は十二の部分から構成される。それぞれの礼拝は誰かあるいは何かに対して捧げられる。最初の祈祷は夕方に始まる（ザヴォル）。第二は日没前に（グルブ）、第三は日没後に、第四は暗闇の始まりに（ショム）、すなわち日没後三時間である。
斎戒（ウルザ）：月に三度、おおよそ月始めと、月の中ごろ月末に、二日から七日間。

太陽がボドレーの角度から昇るとき、夕方のみのウルザが三十日間保たれる。日曜日と月曜日はマニの日と考えられており、マニへの供養が行われる（ナディム、p.593-594）。
冥界についての若干の所説

マニは、善人に死が訪れたとき、以下のようなことが起こると考えている。原人は医師の姿をした一人の若者を天使として送る。彼らは水を入れた水差しを手に持ち、ガウンをまとっており、亡くなった人の頭にディアデムをかぶせる。そこにアフリマンの邪悪な匂いが現れるが、正義の霊魂が悪臭をにらむと、悪神たちは退散する。そして善なる魂は善神とともに彼らから与えられた真実を身にまとう。彼は栄光の柱を天の月にいる原人の許へと昇る。その体は死んだ場所である地上に留まる。太陽と月と輝ける神はその水と火と清浄なエーテルからできた魂を自分の内部へ取り込み、その後それは神となる。死体はアフリマンが地獄へと連れて行く。（ナディム、p.596）もし、罪深い人であれば、邪悪な魂の神々がやってきて、地獄へと運びさる（同、p.597）。
さて、ここでソグドあるいはホラサンに関するマニ教の資料について見てみよう。マニはシャープールのもとに至り、王はマニを預言者と認め、新しい宗教の伝道のためにホラサンや中国、インドにマニ教の人々を送ることを許可した（ナディム、p.584）。
アルデシール１世の統治の間（226-241）、彼はインドに赴き、彼の宗教を説法した。アルデシール1世の退位後、彼は故郷に戻り、クジスタンにおいて王と会い、再びシャープールのもとに行った。しかし、ヴァラフラン１世が権力の座に就いた後、マニは投獄され、276年にゾロアスター教の僧侶たちによって殺害された。彼らはその体を二つに切断し、その体の半分をビシャプラのある門に、残り半分を他の門に懸けた。これらの場所はマニ教徒によってマロアリとマロスファルと呼ばれ、崇拝されている（ナディム、p.546）。マニ教信徒への迫害が始まった。イブン・ナディムは、多くのマニ教徒の中からマヴェランナフラ市へ宣教師が送られ、このようにしてマニ教の支持者たちは宗教的論議において攻撃を耐え、その後はもし宣教師がいなくても、マニ教の信奉者は罰せられるようになったと書いている。彼らは、バルフ（アム・ダリア）を通過する所まで逃れ、そこに住むようになった（ナディム、pp.599-600）。これ以後、その共同体はマベランナフラのマニ教徒に従わなくなった。イブン・ナディムは彼らがチュルク、明らかに東トルキスタンへ去ったと書いている。

しかしながら、イブン･ナディムはマヴェランナフラやサマルカンドの住民はマニ文字で宗教的著書を書いたと記している（同、p.29）。しかしまた、ソグドの宗教がマニ教であったということも明らかにはしていない。
イブン･ナディムはサマルカンドのマニ教徒は約五百人であり、それらはよく知られていたとも書いている。しかし、ホラサンでは彼らに対する弾圧は始まっていた。可汗はホラサンの統治者に手紙を送り、国内に多くのムスリムがおり、もし彼らがマニ教徒の追放をやめなければ、ムスリムを殺害し始めるだろう、と知らせている。この後マニ教徒の手紙の後、彼らは殺害することをやめている。それにもかかわらず、彼らは少なくなり、ソグドの町において暮らした（同、p.600）。アッバシドフの統治の間、サマルカンドにマニ教徒の拠点が置かれた（同、602）。マムナとムタシマのカリフの統治の間、マニ教徒の長（イマーム）はサマルカンドのナスル・イビ・クルムズであった。彼はマニ教義と矛盾するものを持っていたようである。ナスル･イビ･クルムズは王と幾らかのつながりがあった（同、p.590）。

ベルニは、マニの信徒はイスラーム世界全体に拡散し、サマルカンドにのみ彼らがサビヤミと呼んだコミュニティーがあったと書いている。その教えをほとんどの東トルキスタン、中国やチベットやインドの一部の住人が信仰している（ベルニ、1957年、p.213）。
先に引用した資料はサマルカンドにマニ教徒がいたことを証明している。サマルカンド以外の他の都市については述べていない。したがって、どれほどソグド人の間にマニ教が伝播していたかを知ることはできない。しかしながら、東トルキスタンのマニ教の本はソグド語に翻訳されている（ヘニング、1965、p.242-254）。
我々は地域の宗教に属する拝火教寺院や偶像の存在についての十分な証拠を示した。サマルカンドを除いて、マヴェランナフラにあるマニ教徒の寺院について言及するアラブの歴史家はどこにもいない。Ａ．Ｍ．ベレニツキイが主張するように、マズダグ教とムカンニの運動にはマニ教は関係していなかった。イサ・シドキは、マニ教にはゾロアスター教とキリスト教の要素が含まれていると書いている。マニ教の教えの本質は精神的な（光の）世界と物質的（邪悪の）世界の二つの世界が存在するという点にある。それらは混合され、その過程において人々の世界が出現したのである。したがって、それぞれの人間の中には善と悪があり、それは暗闇が消えるまで継続する。人は全ての地上の幸福を放棄しなければならない。マニ教の伝道は音楽や歌を伴っていた。信徒（アングシャク）。マニは家や女性を捨て、美しく描かれた絵を尊重した。マニ教の本は美しく挿絵がなされている。マニ教団は優雅に描くことを学ばせるために中国に人々を送っている。イランやトゥラーンにおいては、マニ教の信徒たちはモンゴル人の特徴によって人々の絵を普及させていた（シドキ、p.420）。
おそらく、これらのマニ教の特徴（美しく描かれた絵画の尊重、また美しい声、音楽や舞踏によって麗しい人々が演じる説教）を考慮したＡ．Ｍ．ベレニツキイは、それらをペンジケントの壁画と比較し、ソグドの基本的宗教はマニ教であるという結論に至ったのであろう。しかしながら、今トゥラーンの他の地域から出土した考古学的資料は、ソグド人を含めたこの地域の人々がマニ教の出現以前に彼らの神々の像を造ったことを示している。このことについては、ベレニツキイ自身も書いており、アル・チョルセスの「古代においては人々はシャーマンとカルデヤムであった。シャーマンは偶像の奉仕者であり、カルデイはサベイチュムと呼ばれていた」という会話を含んだ文献資料を引用している。シャフリスタンは、ヴィシュタスパ王はサベイチェフへの信仰を持っており、彼らは星辰を崇め特に二つの天体を尊重したと述べている（ベレニツキイ、1954、p.50）。
ソグド暦はマニ教においても存続し、そしてその多くの日々は聖なる天体に捧げられている。この論述の量ではその問題をより広く検証することは不可能ではあるが、５世紀、アルメニアの歴史家によるマニ教に関する資料を引用してみたい。「マニは、受胎や誕生を超越して（現存する）、しかも互いに相対して独特である善と悪の二つの根源について説く。一方、ゾロアスター教徒も同じように説く。ただし、受胎と誕生を経て、ズルワーンの情熱から（ただ二つの根源が創り出されたの）である。そしてもし彼ら両者にとって同じ宗教であったのなら、何故マギたちはザンディクをひどく忌み嫌うのだろうか？単に気質の点で彼らは互いに違うのであって、たとえ単に形において違っていても、（彼らの教えの）本質においては同じである。それはそうとして、両方の宗教において、それらは（その存在の要素として）ふたつの根源があり、同じである。しかし、それら両方の宗教は同じであり、それらは（存在を見分ける）二つの根源であり、それらの（主張する）ものも同じ、またそれらは太陽崇拝であり、またそれらは太陽のしもべであり、それら全てにおいて無生命の（実在の）ものと見なされ、これもまた同じである。ただ、マニは、マギたちだけではなく、全ての宗教（の信徒たち）について、（人間の）欲情から完全に解放されるという、自身の気質を過度に誉めそやそうとしたのである。しかしながら、マニは（結果的には）肉欲のために弾劾され、命を失い、皮膚を剥がれて死んだという。これによって明らか（となる）、（マギとマニの信徒たち）彼らはただ気質において異なっていただけで、というのもマニ教徒は偽善的でありマギたちは放蕩で情欲に開放的ではあるが、宗教においては同じであった（エズニク、1968、p.86-87）。
これらの資料はマニ教がトゥラーンのゾロアスター教とそれほど違ってはいなかったことを示している。もし、マニ教徒が聖なる天体や偶像への崇拝などを伝道したとして、そしてこれらの全ての要素が地域的宗教の中にあったトゥラーンという環境を考慮に入れたならば、マニ教はその全ての特徴的な要素を失ってしまったことであろう。それは地域の宗教の中に紛れてしまい、そのために何も残らなかった。したがって、トゥラーン版のマニ教について、決定的なことを述べることは困難である。しかし、十世紀におけるタジキスタンの地理学的著述「クドゥド・アル・アラム」の著者はサマルカンドにマニ教神殿（アングシャク）があったと報告している（クドゥド・アル・アラム、p.12）。
それでも、考古学的資料（絵画作品）の中にはマニ教に結びつけられるような図像などはない。しかし、トゥラーン地域におけるゾロアスター教、ズルワーン教あるいは仏教といった宗教の存在を示す資料は多い。
そして、マニ教徒たちは全員でより長くサマルカンドで持ちこたえ、そしてイスラーム期においてこの都市は次第にこの宗教の中心（エモマト）になったという非常に重要な点に留意しておくべきである。マヴェランナフラにおいてマニ教はゾロアスター教だけではなくズルワーン教とも接近し、そして次第にマニ教の宗教の基盤にズルワーン教が入り込んだと考えられる。
Ｍ．ボイスが正しく指摘しているように、マニ教徒はマニ教の最高神の名前を中世ペルシア語のズルワーンに変化させ、またその「息子」、「原人」をオルマズドと呼んでいたようである。これは、ササン朝がズルワーン教であった（おそらく、この件では後期アケメネス朝の例に続く）ことを示す、最近の多くの証拠が最も重要である（ボイス、1987年、p.137-138）。
さらに彼女は、「仏教文献においても、はるか北東のソグド人の間においてのズルワーン教伝道の足跡を辿ることが可能であり、おそらくペルシアのサトラップや僧侶たちによってアケメネス朝代にその地へもたらされたものである」と書いている（同、p.138）。
トゥラーンにおけるズルワーン教はアケメネス朝のみでなく、ソグド人を含めたアーリア民族の信仰の性格にまで及んでいったことを付け加えたい。Ｇ．ヴィデングレンが正しく指摘するように、バビロンにおいてズルワーン教は大変影響力をもった流れとなっており、アルサケス朝やササン朝はそれを保護した。マニがそれをよく知っていたこと、それに心奪われたこと、そして彼の宗教の基盤にズルワーン教の要素があったことは疑いない（ヴィデングレン、1976年、p.19）。明らかに、マニにおいてズルワーン教が意識的に選択された、なぜならササン朝初期はズルワーン教であったからである。この方法においては、それはイランのシャーたちの支持に関連していた。Ｖ．Ｇ．ルコニンは、マニの本が「シャープルカム」と呼ばれたこと、そしてそれがイランのシャープールへの寄贈を意図したものであったことをよく指摘している（ルコニン、1969年、p.74）。この本の中で彼はズルワーンを「偉大の父」と、オルムズドを原人と、アフリマンを邪悪と呼んでいる。その中で「智慧と善（業）が人々に神の公使によって不変にもたらされた。かつて、それらはインドの人々に仏陀という名の公使によって、またある時はイランにおいてザラトゥシュトという名で、またある時は西の国においてイエスの名でもたらされた。現在において、ここに書かれた最後の世紀に、バビロン国においてこの不変があり、真実の神の公使である私という人間、マニにおいて預言が明らかとなる（シュミット、1958年、p.478）。Ｇ．ヴィデングレンは、マニ教の四細目もまたズルワーン教に借用されたと書いている（ヴィデングレン、1976年、43-44）。
このように、ホラサンとトゥラーンにおけるマニ教はズルワーン教の要素をともなって地域宗教の中に広がっていた。トゥラーンにおけるズルワーン教はマニ教の到来であった。そしてそのためにマニ教はズルワーン教に影響を与えることができなかった。

ゾロアスター教における流派
このように、ソグドにおける基本的宗教は、区別された特徴をもったズルワーン教的意味のゾロアスター教であった。
ソグドの宗教についての最初の研究者であるＢ．Ｙ．スタヴィスキイは、ペンジケントの古代墓地の研究に基本をおいて、紀元後７～８世紀のソグドの葬儀儀礼はある程度においてゾロアスター教の葬儀儀礼と近いものであったという結論に達した。近いものではあるが、しかしそれと同じではない、というのもその特別な特徴はゾロアスター教の立場からは説明できないだけでなく、全くの逆のものでもあるからである。ソグドの葬儀儀礼では二つの要点、すなわち故人への哀悼と偶像崇拝に留意すべきである（スタヴィスキイ、1953年、p.91）。Ｂ．Ｙ．スタヴィスキイは、イランのササン朝の正統ゾロアスター教から区別された、ソグドの宗教の基本的特徴を考慮して、ソグドのマズダ教信仰と呼んでいる（同、p.88）。しかしながら、マズダ教という術語について文献中ではあまり述べられていない。それはすぐにＡ．Ｍ．ベレニツキイの著述によって明らかに示された、そこではソグドや中央アジアにおいてマニ教の存在が証明されたのである（ベレニツキイ、1954年、）。それは、他のものの一つの側面であり、イランの文献において「マズダ教」とは「マズド」（アフラマズド）についての教えを指すものである！おそらく、その語は十分に理解されなかったのであろう。
ゾロアスター教における知られている流れについて若干触れておきたい。ソヴィエトの歴史書の中で、今までにこれらの流れについて書かれたものはなかった。書かれた資料、特に著者「ダビストン・マゾヒブ」ではゾロアスター教の中に多くの流れがあり、その中のいくつかが示されている、すなわちザムショスプ、サムロド、クドト、クド、ロヂ、シェドラグ、パイカル、マイロン、オロル、シェドブ、オフシィ、ザルドゥシュト、マイロンとシポスである（ダビストン、p.3）。「ダビストン」の資料によれば、これらの流れはササン朝イランにおけるものだけであり、もしその制限を超えてソグドやトハリスタン、ホレズム、フェルガナ、チャチについてそれらを考えるならそれ以上になるであろう。その著者はササン朝時代において有力な流れの一つであったズルワーン教には深く言及していないし、イランやトゥラーンにおいてゾロアスター教と合流したマニ教についても何も述べていない。
　私の知る限り、ゾロアスター教の文献やズルワーン教やササン朝のゾロアスター教教団においても他の流派について述べた資料はない。この論述に許された中ではすべての流派を広く検討することはできない。それは将来に譲るとして、ここではそれぞれの流派の顕著な特徴について述べることにしたい。
最大でもっとも基本的なものがシポシあるいはパシパルスである。それはすでにヤズドン（ヤズドニチィ、アヌシャコンチィ、アザルフシャカ）と呼ばれていた。この流派はササン朝期のゾロアスター教の基盤にあって、全ての創造物が唯一神オルムズドに属するという事実についての教えである（ダビストン、p.73-75）。
１．ザムショシピアン。ザムショシピアン派はザム王の信奉者たちである。ザム王の信奉者たちはその王の話や教説を集め、王の没後にザム神を明らかにした。彼らは空や大地といった全ての創造物は神の理性であると説く。その理性を離れてはなにものも存在しない（ダビストン、p.76）。
２．サムロディアンは畏れへの信奉である。彼らはザホカによる統治の初期にあらわれる。この流れの第一の代表は交易を営んでいた。そこで彼らを最初の崇拝者の名前であるファルツシュ派と呼ぶ。彼らは畏れの要素から世界ができていると考える（ダビストン、p.76-77）。
３．フドアン、フドドドはザムシェドによる統治の終り、すなわちザホカの統治のはじめにおいてムバドであった。理性、存在（ムザラダンド）、空間、天空、あるいはたとえ起こっていることであっても全てのものは神々に関わっており、仲介者、すなわちラスル（預言者）を要しないと考えられた（ダビストン、p.79）。神は預言者や仲介者をともなわず、直接に信奉されるべきであり、むしろ怒りをかう。
４．ロヂアンはロジウンという指導者の名前から名付けられている。ロジウンは裕福で、善をなし、人々の中で有名であった。ザムシェドの統治の終り、ザホカの統治のはじめころの人である。彼は、神はすなわち太陽であり、したがってそれは生命の根源であり、それより地や水やその他があらわれたと説く。
５．シェドランギアン。シェドラングはイランの英雄であり、人々を圧政から救うために、ザホカとの戦いの中で死んだ。その信奉者たちはその行為が神のものであり、したがって彼は神であったと考えている（ダビストン、p.80）。
６．パイカリアン。パイカルは、ザホカの統治のはじめころにおけるイラン出身の誠実な科学者であった。彼はその学生たちに始原において全ては火であったと説いた。全てのものは現れ火から生まれた。火はこれら神であり、創造主である。この流れの信奉者たちはすぐれた芸術家であり、全ての能力をもって神々を描いた（ダビストン、p.80）。
７．マイロニアン。マイロンはパルシィの有名な人物であった。彼は空気（ヴォタ）が全ての根源であり、それから水や地や火、天空そしてその他が現れたと示している（ダビストン、p.80）。ヴォタが全ての創造主である。
８．オロリアン。オロルはザホカ統治の終りにおける古代イランの有名な学者であった。彼は全ての創造物の基本は水であると考えた（ダビストン、p.81）。水の神が全てにおける創造主である。

９．シェドビアン。シェドブはイランの医師であった。彼は全ての創造物の基本は地であると考えた（ダビストン、p.81）。地の神が全てにおける創造主である。

１０．オフシィアン。オフシィはイランのモベードとして知られていた。彼は全ては神によって創造されたと説いた。神は常にそしてどこにおいても存在するが、見ることはできない（ダビストン、p.82）。

１１．ザルドゥシュティアン。この流れの信徒たちはヤズド（神）とは聖なる理性、心、精神であると説く。幹としてゾロアストラが創造され、それから全てのものと全てが派生し得る（ダビストン、p.83）。
１２．マズダキアン－マズダク教。ヴァカルはマズダク教の信仰は、マズダクが全統治の光の行動は自由であり、一方暗闇の行動は偶発的で突発的であると説く事実を除けば、基本あるいは基本的問題においてマニ教と一致すると述べている。宇宙の光は敏感であり感受性が高く、一方暗闇は無智であり不透明であり、暗闇からの光の解放は誤まっており偶然であり、しかし規則的ではなく自由である。マズダクは人々に怒りや殺人そして不和に対して警告する、そして醜聞がほとんど富や女性を原因として起こるとして、人々が等しく水や火や草を用いるのと全く同じように、財産や女性の共同所有を全ての人々に権利がある、すなわち手に入れることが容易であることが許容されていると説く。
それについて彼らは、彼が暗黒の害と欲情から彼らを救うために、人口の一部を殺害することを命じたと説く。その信仰は原理と基本すなわち水・地・火の三つの基本に基づいている。それらが混合されたとき、その混合物から、光からは善の導体、暗闇からは悪の導体というように、善と悪の導体が現れた。
その神は、現世の皇帝の玉座に栄光に満ちて坐すホスラウと同じく、天の領域にある王座に栄光に満ちて坐し、そしてその前には四つの力、清浄（タミズ）・防御（ヒフズ）・理性（ファヒ）・幸福（スルル）が控え、ちょうど同じようにホスラウにおいても、四人の、最高僧（モベード中のモベード）・首席教師（アクバルのハルバド）・軍隊の主席指揮官（イスパフバド）・音楽家（ラメシュガル）の助けを得て領地を統治する。これらの四人は世間的な仕事を七つの従属する階級の人々、すなわち経済（ピシュカル）的に運営する主導者（サラル）・ボルン・（？）・トバルヴァノム（？）・書記としての（カルダン）・首席僧侶（ダストル）・幼児（クダク）と分割している。これらの七人は１２人の僧侶の上に位置する。すなわち、読む者（フヴォナンダ）・供与者（ディハンダ）・撤去者（シトナンダ）・指導者（バランダ）・給仕者（フランダ）・走者（ダヴァンダ）・起立者（ヒザンダ）・運搬者（カシャンダ）・打者（ザナンダ）・必要な者（オヤグンダ）・構成者（シャヴァンダ）・監督者（ナゾラトクナンダ）である。
現世において、４つの力と共同体、そして１２の資質の上に最高に編入されたものを所有する人は、光の中で天国に至り神となる。もし、そうでなければ地獄に堕ちる（シャフリスタン、p.197）。邪悪の力は空へは昇ることができない。ただ天空において人は邪悪な霊から逃れる。したがって、人は暗闇の混沌から逃れるために光の援助によってこの世界に近づかねばならない。そのためにも、この世界と友情に住むものにとって、全ては等しくなければならない。マズダクは邪悪や戦いお互いの憎しみの源は富であると示している。神は人々に平等に分配するように富を与えた。裕福な者の財産は平等に分配されるために取り上げられねばならない。多くの金や女性そしてその他の財産、そこにおいては、いかなる者であれより大きな権利を有している者はいない（シャフリストニ、pp.196-197）。（ダビストン、p.194）。マズダクによる財産の共有についての要求は、古代の世界の理想社会から実行されてきたし、「妻たちの共有」という考え方は明らかに、ササン朝のイランにおいて実在した結婚の古代的形態の遺風として実行されている。マズダクはこの要求によって社会的平等を創造し、イランの自由な田園共同体に帰ることを望んだ。アル・シャフリストニの説によれば、マズダクの死刑後、その多くの信徒はヴァルズド（マヴェランナフル）に逃げ込み、そこでマズダク派を組織したという。Ａ．Ｙ．ヤクボヴスキイの見解によれば、アブ・ムスリムとムカンニの運動はマズダク教とかかわりがあったという（ヤクボヴスキイ、1951年、pp.40-41）。
１３．ダイソニア派。（創始者はイラン人のイブン・ダイソン）二つの神、光明と邪悪の存在を認める。良く、美しく、有用であり、健康である全ては光明の神からのものである。病気、死、貧しさ、暗さ、有害は邪悪神からのものである。邪悪神は全てのものを盲目的なできごとの中でカオス的に行う。一方、光明神は全てのものを理性にかなうように行い、全てのものを見、聞く。善神は力強く、邪悪は力なく、盲目である。かつて、光明神は善にするために邪悪神を攻撃したが、それはできず、邪悪と混合されてしまった（シャフリストニ、p.199）。ダイソニア派の他にもマルクニヤ、キヌア、シエミヤやタノセフのアスホビなどの似たような諸派があった。これらの全ての諸派において光明と邪悪の二つの神を認めた。この論考の分量ではそれら一つ一つについての詳細を明らかにするのは不可能である。
１４．カユマルシア。この宗派の人々はヤズダンとアフリマンの二つの力の存在であると認証する。ヤズダンほ永遠で非創造性のものであり、アフリマンは創造性のものと考えられた。ヤズダンが混合したと言われているが、もしヤズダンに敵があるとすれば、彼は後継者に関してどのような決定をなすというのであろうか？この疑義は邪悪のアフリマンについて提出される。アフリマンは不浄な霊、邪悪の象徴である。アフリマンはその不浄な力をもって善霊に攻撃を加え、結末の世界となった。協定によれば、下層の世界はアフリマンのものとなり、七千年の間そこを統治するという。この時期の後、全ての邪悪の力は人々とともに滅亡し、カユマルスという名の人間と牡牛（ゴヴマルド）が現れ、両者は殺害されて同時にリボスが育ち、そこから男・ミシャと女ミショナが生まれ、彼らと牝牛スルから人類と動物の王国が興った。その世界には霊魂があり、ヤズダンはそれらから人々を創造した、彼らはともにアフリマンの力と戦い、勝利者となった（シャフリストニ、p.181）。
１５．マズシア。マズシアにおいても善と悪とを認める。この教義では、光は永遠で非創造性のものであり、一方、悪は出現したものと考える。悪の出現に関して、この教義の支持者の違いがあり、ある者たちは暗闇（悪）は光（善）から出現することはできないと考え、他の者たちは光（善）から暗闇（悪）が出現すると説く（シャフリストニ、p.180）。
イランのゾロアスター教のカユマルシア・アル・ヤクビにと同じものが見られる。
アル・ヤクビはイランの人々はザラトゥシュトラの宗教を知っており、彼を預言者と名付けていると書いている。光はズルヴァーンと呼ばれ、それは非創造性で永遠なものである。ズルヴァーンがひとたび悪を思いめぐらすと、それがアフリマンの出現の理由となった。さらに、ズルヴァーンはオルムズドとも呼ばれる。なぜなら、彼らは、オルムズドとアフリマンの二つの格、二つの霊があって、その間には隙間の場所があり、そこを通して二つの神々は戦いのために侵入すると説く。また、それは光で（その名前はおそらくズルヴァーン、筆者註）あると説く。アフリマンは動物寄生虫としてゆりかご（ガフボラ）の中で人間を害する（ヤクビ、pp.217-218）。
このアル・ヤクビの資料はズルヴァーン教に関連しているが、どこからあるいはイランのどの地域においてそれらに取り入れられたかはわからない。
１６．バホファリズム。『フドゥド・アル・アラム』の著者は、フフィのニシャプル地域、シロヴァンドの居住地にイブン・マハ・ファルヴァルディンのバホファリ教信徒が住んでいると書いている。その宗派のバホファリズは七年間中国にいて、そこから興味深い文物を持ってきた（チズホイ・シュクフタアンゲズ）（フドゥド・アル・アラム、1341、p｡27）。その寺院は山々に位置し、夜に礼拝が行われた。ある時、朝に農夫が出合って、彼に何故時折姿を消すのかを尋ねた。バホファリズは天上に天国と地獄があることを示した。農夫は彼の教えを受け入れた。アブムスリムが人々を派遣し、彼らがバグディザからもたらされた時、その支持者とともに処刑された（同、p.27）。
ベルニはバホファリズとその門弟たちについてより詳細に報告している。彼は、中国の奇談、薄くて柔らかく、もし巻きとれば人の拳に収まるという緑の敷物とともに語られたと書いている。夜にはナウスの中へ納められ、朝にはそこから出された。それを農夫が見た。バホファリズは彼に、隠れたのはそれが天空の前にあり、天国と地獄が示されると説明した。アッラフはそれへの天啓を（与え）、敷物で包み、そして今地上に遣わした。農夫はそれを信じ、あたかも自分で見、バホファリズ自らが預言者であると説き、布教を始め、マギたちから多くの人々が従うようになったかのように語り始めた（ベルニ、p.216）。

バホファリズはマギたちの幾つかの法に関しては同意しなかったが、ザラトゥシュトラを信じていた。彼は信徒に七つの祈祷、すなわち神の唯一性、天国と地上の創造、動物とその糧の創造、死、復活と（罪の）算定、（価値ある）天国と地獄と予定、天国に居住することへの賛美を勧めた（同、p.216）。バホファリズは信徒への教説をペルシア語で著し、祈祷に際しては、太陽のまなざしの前ではひれ伏すこと、片膝をつくこと、たとえそれがない時でもその方へ顔を向けること、髪や前髪を伸ばすことを命じ、また、ザムザムをなす時には、母や娘や姉妹や姪との最近親婚、死肉を食うこと、酒を飲むことなどの他に動物を犠牲として切ることを禁じた（ベルニ、1957年、pp.216-217）。
１７．ソヌヴャ。アル・シャフリストニはいくつかのゾロアスター教の宗派に言及したが、その中の一つがソヌヴャである。この宗派の支持者は、光明と暗黒が永遠であること、またそれらの間の戦いもまた永遠であると主張した。精神的世界と物質的世界において善と悪の力は同等で基礎付けられている（シャフリストニ、p.199）。
１８．シャーマニズム。ホラサンの人である著者が『アフバリ　ホラサン　フィ　アル・カディム　バ　マ　アル・タリム　フィ　アル・ハディス』という本を書いたと、アル・ナディムは書いている。この本の中で、シャーマニズムの予言者がアブドサフに言及したこが述べられている。その仏陀はブドサフと名付けられたという見解もある。マヴェランナフルの人口の多くはイスラーム期以前においてシャメンであった。物惜しみしない・・・何故なら、彼らの預言者であるブドサフは、物惜しみしないことが偉大な行いであり、災いを止め、邪悪な霊から人を守るという教訓を与えたからである。
ズルヴァーン教

さて、ここでズルヴァーン教について若干論究し、トゥラーンのこの地域にどの資料が有用であるかを眺めることにしたい。Ｅ.ベンヴェニストとＲ.Ｔ.ゼンネルはイランのズルヴァーン教に特別な著作によって寄与した。特にズルヴァーン教の詳細は、Ｒ.Ｃ.ゼンネルによって精査され、すでに周知のことについては繰り返す必要もない。文献資料研究の基礎とトゥラーンの考古学的資料において、イスラーム期以前のこの地域の宗教が偶像崇拝の要素をもったズルヴァーン教的意味でのゾロアスター教であったと結論付けることができる。西欧の研究者はイランを通した文献資料の分析に限られていた。古代イランの宗教についての偉大な熟練者の中でも、イランにはズルヴァーンの宗教があったことを証明する古代の筆者、特にギリシア、そして主にプルタルコス（プルターク）といった人の情報に基づくＥ.ベンヴェニストが注目される。そしてプルタルコス（プルターク）によって示されたものはゾロアスター教よりもズルヴァーン教により合致するのである。同じような結論には、Ｒ.Ｃ.ゼンネル（ゼンネル、pp.41-45）やＭ.ボイス（ボイス、1987年、p.144）も至っている。
オルムズとアフリマンの父、ズルヴァーンは時の神（イルヴァン・アカラン）と考えられる。ズルヴァーン教は、東トルキスタンのマニ教文献発見以後、二十世紀初頭に科学的に知られるようになった。今日、すでに多くの年月にわたって、科学者によってこの課題に関心がはらわれてきた。
Ｇ.Ｓ.ニュベルグは、ズルヴァーン教が古代のゾロアスター教であると考え、また全ての『アヴェスター』が最高神ズルヴァーン信仰に対抗するものであったと考えるべきだとした（トレヴェール、1940年、p.249参照）。
Ｆ.キュモンタとユンケラによれば、ズルヴァーンは古代イランの最高神であった（トレヴェール、1940年、p.246参照）。ソヴィエトの研究者の中でも、Ｋ.Ｖ.トレヴェールがこの問題に関心を持った。
北部シリアのドゥラ・エヴロポス第三十回仏米共同調査では、ミトラ神寺院が発掘され、そこから雄牛を屠るミトラ像のレリーフを含んだミトラ教徒の美術が発見された。Ｋ.Ｖ.トレヴェールは、その著作の中で、ライオンの頭をした顎髭の人物の像の姿は、捩じった体には四つの翼があり、全体を通して蛇が巻きつき、開いた口から判断して、明らかに叫び声をあげているとした。この年老いた男は、水を象徴するオールを含めて、さまざまな物を手にしている（トレヴェール、1940年、p.244）。Ｋ.Ｖ.トレヴェールの見解によれば、この老人はズルヴァーンであり、ミトラのレリーフに雄牛とともに描かれたライオンや蛇や鳥、水気を帯びた容器の姿は、紛れもなくズルヴァーンの姿の再現であり、ライオン、蛇、水気、鳥といったその統合したその一つの姿から分離したものである（同、p.244）。
　ズルヴァーンという語は古代イラン語の語根「ザル」に由来し、「萎れる」「老ける」「消える」を意味し、「ザラ」は『アヴェスター』では「時間」を指し、また「ザウルヴァ」は『ブンダヒシュン』では「老年」を意味する。古代イランにおける理解では、「アカラナカ」すなわち「無限」を常に別称とする根源的神格であり、天と地よりも先に存在するものであった（同、p.244）。
このように、ズルヴァーンは神であり時であり、空であり太陽であり、暗闇であり、命であり死であり、ライオンであり蛇であり、友好であり怒りであり、男であり女であり、（オルムズドとアフリマンを産み出すものであり）、全ての対立する力の総合である。Ｋ.Ｖ.トレヴェールは浅浮き彫りを証拠として引用する。そこにはライオンの頭をした、四つの翼の怪物がいる。その鳥の足には板が掴まれており、そこには四つの輪の中に全ての宇宙のイメージ、すなわち、宇宙の世界、天空の神々、地上の人々、それぞれの手にドラゴンを掴んだライオンの頭をした女悪魔のいる恐ろしいラビルトの下界が描かれている。シュレデルの見解によれば、この板はズルヴァーン自身の本質を明らかにしている（同、p.246）。
Ｋ.Ｖ.トレヴェールの見解によれば、最高神としてのズルヴァーンはゾロアストラの改革以後、背景のなかへと押しやられてきたという（同、p.247）。
特にズルヴァーン教に関心を持ったＲ.Ｃ.ゼンネルはそれに関する文献資料を蒐集し、同じくズルヴァーンが信仰された古代イランの神格であったという見解に至っている（ゼンネル、1955年、pp.23-24）。
宇宙の年についての数値で表された装置や思想による、時についてのその熟考をともなうズルヴァーン教はゾロアスター教とバビロンの文化との間の接触の結果として現れた、そしてアケメネス朝による統治期間の後半に起こった（ヘニング）。Ｍ.ボイスもこの考えに従っている（ボイス、1979年、pp.112-113）。
カイ・バルはズルヴァーン教はゾロアストラ以降に西イランで現れたと考えている（カイ・バル、p.116）。ズルヴァーン教についての資料はササン朝期の文献中に現れ、ゾロアスター教とならんで国教の位置を占め、帝国の南西地区に広がったとされている（ボイス、1957年、pp.308-309、pp.112-113）。
Ｍ.ボイスは、創造・混合・分離の三つの時代についてのザラトゥシュトラの教義は、全ての出来事は決定された年代の順序の範囲において起こる、すなわち歴史は大小の周期とそれぞれの内側によって分けられ、全ての出来事は周期的に繰り返されるという考えにマギたちを導いたと書いている。
それらの時間とザラトゥシュトラの教義を比較して、マギたちは時間とその起源について思いめぐらしはじめた。その結果として、スルヴァーン教徒の異説がおこった（ボイス、1987年、p.84）。
ズルヴァーン教はゾロアスター教徒の聖典、ガーサーの中に、「二つの根源的霊があり、その双生児は互いに敵対するものとして知られていた」（ヤスナ、30.3）という表現にその基盤となる知識を有している。上述のガーサーの偈頌に基づいて、マギたちは双生児の父であるズルヴァーンを明らかにした。ズルヴァーンは三つの時間の主であると考えられ、三つの敬意をもった別称で呼ばれた（シリアの一資料においてのみ明確に残されている）。そして、「成長と成熟と衰退の主」というこれらの別称は、明らかに三つの個別の神として体現化されるようになった。そして、ズルヴァーンは次第に四つの成分から構成されるものとして述べられるようになり、その信仰において四という数が重要な役割を演ずることとなった（ボイス、1989年、p.85）。ズルヴァーン教徒は自身をザラトゥシュトラのすぐれた信徒であると考えた。なぜなら、彼らはガーサーからの主要な断片の中で預言者の言葉の正確な意味を解読したからである（同、p.86）。
このように、ズルヴァーン教にはゾロアスター教の基本的姿勢が残されている。
ズルヴァーン教の資料はシリア、アルメニアそしてパフラヴィー文献、特に『ブンダヒシュン』第一、第二章「ミノイ・イ・ヒラド」、『デンカルト』、『ザタスパラム』、そしてまた前述のソグドの人々とかかわる東トルキスタンのマニ教文献において見られる。
ズルヴァーン教の基本的考え方は、おそらく七世紀にパフラヴィー語で書かれ、そして八世紀にタジク語に翻訳された『オロマイ・イスラム』（オラマイ・イスロム）に述べられている（PR, p. 437 - 438）。（以後参照）
一方で、ズルヴァーン教の研究にとってギリシアの資料、とくにプルタルコス（プルターク）の情報も重要である。まず最初にプルタルコス（プルターク）の文を全て挙げ、次にそれを分析したい。
「・・・そのような最も賢い人々の大多数の意見である。そして、一方では幸いを神と名付け、他方では悪を悪魔と名付け、職人技に匹敵するように善と害を作り出す二つの神がいるとされた。例えば、マグのゾロアストラはトロイ戦争より五千年前にいたという。彼は一つの神格をゴロマズド（オルムズド）、他方をアリマニエ（アフリマン）と名づけ、全ての感覚によって前者をより光に等しいもの、後者を暗闇と無知として特徴付け、両者の中間にミトラを置いた。したがって、ペルシア名のミトラは仲介者である。ゾロアストラはまた説く、最初の神には犠牲と誓いと感謝をなさねばならない、また第二には犠牲と侮蔑と暗闇がなされねばならない。したがって、ガデスと暗闇が彼らによって招来される。オモミと名付けられたある草を臼のなかで粉砕し、刺し殺したオオカミの血にそれを混ぜ合わせ、場所に移され、太陽の精通しない所に投げ捨てられる。植物は良い神に、他方は悪意ある悪魔に属すると信じられている。したがって、彼らの考えでは、動物でも、例えば、鳥や犬、森のハリネズミなどは良い神に属し、水ネズミは悪い神に属する。したがって、それらを多数殺した人は、幸運な人として賞賛された。
　しかしながら、多くのおとぎ話が神々について述べられた。例えば次のように、ゴロマズドは清らかな光から生まれ、アリマンは暗闇から生まれ、互いに闘争をくりひろげる。そして、ゴロマズドは六人の神を創造した。すなわち、第一に善思、第二に真実、第三に正義、そして知恵、富裕、善喜の創造者である。アリマンもそれらに相当する数の敵手を創造した。三倍に増大したゴロマズドは太陽から遠ざかり、その間を太陽は地上から天空を星々で飾った。彼は一つの星を他のものたちの先頭に、偵察隊の衛兵のように配した。さらに二十四の神々を創造して、卵の中にそれらを配した。それらと同じ数だけの神々がアリマンから生じ、卵の中に置かれ、そのために善は悪と混ざってしまった。しかし、運命は定められた時に起こり、アリマンが疫病や飢饉を召喚する時、公平さにおいて永遠に一掃され消滅されるであろうし、地面も平坦で滑らかとなり、全ての人々において同じ暮らし同じ国となるであろうし、至福となり同じ言葉で話すであろう。Ａ.テオポンプ（ギリシア歴史家、紀元前378年）はマギたちの言葉にしたがって、主張する、すなわち三千年ごとに一方の神が勝利し、普通、他方の神が敗れる。またそれから三千年で彼れらは合戦し、一方が勝利し、他方は敗れる。さらに三千年で彼れらは合戦し、一方が他方の創造物を破壊する。しかし、結局はガデスは消え、人々は幸福になり、食を求めることも軒を築くこともなくなる。」（プルタルコス（プルターク）、1977年、pp.133-134）
　同じような話はエギシェにもあり、そこでは以下のように述べられている。「何もなかった時、空も地も、空にも地にも生き物がなく、そこにはただズルヴァーンという名の唯一の神がいた。・・・千年を通して犠牲を供えたことで、天命がオルマズドと名付けられ、空と地とそこにある全てのものを創造すべき息子を恵んだ。千年の時の経過の中でそのように犠牲を供して後、彼は「これらの犠牲を供することにおいて何らかの利益があるのか、私が遂行するその供犠は私にとって息子オルマズドであるのか、あるいは徒労となるのか？」と熟考し始めた。彼がこのように熟考した間に、母胎にオルマズドとアフリマンが生じた。（それはたぶん両性による本質として知られたズルヴァーンの女性的面として理解されたもののようである）・・・その時、ズルヴァーンは、最初にそれについて出現した者に、彼の世界から授けるという誓いをなした。オルマズドはその考えを予見し、幾らかの無邪気さからそれらをアフリマンに口外した。・・・アフリマンは胎を引き裂いて父であるズルヴァーンに醜悪な姿を現した。・・・アフリマンはズルヴァーンに相対し、告げた、「わたしがあなたの息子のオルムズドです。」・・・しかしながら、ズルヴァーンはそれを拒絶した。なぜなら彼は暗闇と死の部分からなり、悪を創造することを好んだからである。それは泣き出し、彼がアフリマンと話している時、光と香気のオルマズドが生まれ、ズルヴァーンはそれが彼の息子であるオルマズドであると理解した。オルマズドは父の所に至り、喜びながら告げた。「あなたは私のために祈り犠牲を供えるでしょう。」・・・この時、アフリマンがズルヴァーンに近づき、誓いを思い出させ、「守られるべきです、来たれよ、最初の者にわたしは王国を与えよう、そのような誓いをあなたがまさに建てたのだから。」と告げた。そこで、ズルヴァーンは答えた。「失せよ、醜悪な者。九千年の間、汝を王にしてやろう。そして、汝の跡をオルムズドが継ぐのだ。そして奪い去られた時の後にオルマズドが統治し、おのれの自由な意志において全てを正すがよい。」その後、オルマズドとアフリマンは一斉に創造に次ぐ創造を開始した。オルマズドが創造した全ての物は善であり真実であり、アフリマンがオルマズドに対抗して創造した物は怒りと暗黒と欺瞞であった（エギシェ、p.27）。
古代ギリシアの宗教研究者の一人であるエヴデミ・ロドスキィ（紀元前四世紀）はイラン民族は古代においてズルヴァーン神を信仰した。それは「時と空間」の全能であり全運動と表現されたと書いている（トレヴェル、1940年、p.245）。明らかに、プルタルコス（プルターク）の資料は多くの面でエギシェのズルヴァーン教徒についての文献と一致する。
　アル・シャフリストニの資料によれば、ズルヴァーン教には異なった流れがあった。ある者は、始まりには光の世界があり、その世界の中には善と光があった。しかし偉大なズルヴァーンはそれについて疑いを抱き始め、その疑いからアフリマンが現れた（シャフリストニ、p.181）。他の者たちは、ズルヴァーンが１０９９年の時の経過の中で息子が生まれるようにと祈祷したと考えた。息子が生まれなかった時、彼はその祈祷による世界は価値があるのかどうかと疑い始めた。そしてその時に親の胎の中にオルマズドとアフリマンが生じた。その疑惑の結晶である黒く悪意に満ちたアフリマンは母胎を破り父の前に現れ、世界を手にした（同、p.181）。文脈ではアフリマとが王となり、オルマズドも王となった。オルマズドにはアフリマンを超える優位性は何もない（同、p.188）。アル・シャフリストニは、「あるズルヴァーン教徒はかつて地上は害されてはいず、アフリマンンは後に現れたと信じていた」と書いている。彼は狡猾な手段で天に侵入すると、善と混じり合った。ある見解ではフルムズドは天に住し、地上にもいて、自身の眷族とともに地上に降りた。光とその住民すなわちアルハンゲルはすぐに運行した。アフリマンは天国でそれらを包囲し、三千年の経過において（一説には九千年）戦い、勝利者は明らかとなっていない。アルハンゲル（maloik）はフルムズドとアフリマンの中間世界にある。契約によると、アフリマンとその下部たちは七千年の間カロジィ（その棲家か）に住せねばならない。しかし、アフリマンは秘密裏に光と混じり合ってしまった。その時フルムズドは世界と人々を創造し、それらの中に善と悪があった。悪はアフリマンから、一方の善はフルムズドからのものであった（同、p.182）。上述のシャフリストニの文献からして、オルムズドとアフリマンはズルヴァーンによって創造された二つの同等の神々であるということになる。シャフリストニの資料によれば、ザラトゥシュトラも善と悪がズルヴァーンによって創造されたことを知っていたことになる。オルムズドとアフリマンは善と悪の創造者である（同、p.184）。
　二つの同等の神々の存在は間接的あるいは直接的にほとんど全てのゾロアスター教の宗派に受け入れられている。
この時期の資料は古代ペルシアにおいてオルムズドとアフリマンの存在が信じられていたことを示している。その中の一つ、オルムズドは全ての事実（火、地、家畜、金属、水、空気、植物、人々など）の創造者であり、他方のアフリマンは同じく創造者ではあるが、暗闇や破壊力の創造者である。
オルムズドとアフリマンは二つの同等の神々として働く。もし、オルムズドが昼を創造すれば、アフリマンは夜を創造し、オルムズドが命の創造者であれば、アフリマンは生命の破壊者である。彼らは彼ら自身の中で植物や動物の世界を分配した。犠牲はオルムズドとアフリマンに同時に供えられた。
正統なゾロアスター教からも知られるように、邪悪な神に祈ることや犠牲を供えることは非常に大きい罪だと考えられていた（ヤスナ、5,94、ヴェーンディダード、6,7,79）。しかし、その知られた事実は、ソグドの住民が現世の悪霊を崇拝していたというビチュリンの資料と矛盾しない（ビチュリン、11、p.310）。悪霊の崇拝はソグドの住民だけではなく、パミールやパミール周辺領域でもおこなわれた。そこでは拝火寺院のほかにも神々の偶像の寺院があった（マンデルシュタン、1957年、p.112）。このことはソグドの考古学的資料の中において確認される。
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エルミタージュ博物館には起源不明の小像がある（図-1）。
それはソグドに関わっていると、Ｈ.Ｖ.ディヤコノヴァは
推定している。小像は高さ六十一センチメートルの塑像で、
「足を地につけ、低い歯のついた背もたれの半円筒形の王
座に坐した男の姿を表している。均整の取れないほど大き
い像の頭は、明らかに宝石を表現した多数の突起が付けら
れた、円錐形の兜あるいは帽子で飾られている。小像の容
貌は張った頬骨にアーモンド形の目、鉤鼻、小像内部の空
洞に至る巨大で開かれて歯が大きく鋭い口が配され、口は
大きな顎鬚と口髭に縁どられ、伸びた濃い眉は額全体を占
めている。
　右手は明らかに何か物を口に運んでおり、その物の一部
は、拳の中に握りしめられた曲った筋で飾られた小さな棒
として残った。左手は苦痛あるいは満足の仕草として、掌
で胸を押さえている。
しかし、この小像で最も注目すべきことは、その背後から二匹の蛇が生え出て、体の周り頸筋で絡み合い、大きく突き出た耳から垂れ下がり、小像の口にまで伸びていることである。」（ディヤコノヴァ、1940年、p.195）ザホクの図像についてはＨ.Ｖ.ディヤコノヴァによって大変詳細に考察されており、それについての考えは、我々の見解からみれば、三頭の怪物としてのザホクの図像はインド・ヴェーダ期のヴァルナの図像にまで遡り、その後にイランの風土において再解釈されたものと考えることができるように思われる。このように、両肩から蛇が伸びるという神話はたぶん後期ササン期において創作され、その時ザホクはすでに悪魔ではなく人間（アラブの王）であった（ディヤコノヴァ、p.205）。ササン朝後期あるいはアラブ侵入時に、蛇をともなった人の図像でザホクが現れたということに関しては、ディヤコノヴァが全く正しいとは言えないようである。王冠に蛇を付けたザホクのテラコッタが南部ウズベキスタンのバラト・テパで出土しており、ここではザル・テペで蛇に絡まれた若い男の頭を欠いたテラコッタが出土している（レンペル、1987年、図57）。蛇をともなったザホクの図像は古代のものであり、またアフリマンの現世における図像の代表的なものである。
もし、『シャーナーメ』においてザホクがイランの善で賢い王に対する悪い王として表現されているとすれば、小像や古代ソグドの壁画におけるそれに宗教的シンボル（すなわちニンブ）があるであろう。したがって、ソグドにおけるザホクは悪神アフリマンの役を演じていたことになる（図版-2）。小像は手に何かを持っていが、それは残っていない。おそらく、小像はアフリマンを表している。周知のように、アフリマンの図像はハトレイの第二寺院の石板に見られる（図版-3）。アフリマンはパルフヤンの伝統的雰囲気で正面を向いてまっすぐに立っている。彼はパルフヤン様式に装っている。驚いたような顔つきで、髪は肩に垂れている。頭には小さなもので二つ、大きなもので二つの、四つの角がある。その冠を猛禽、おそらく鷲で悪霊の意志を実行する鳥、ヴァレシャが飾っている。彼の肩には彼を脅かす二匹の蛇が描かれている。ブーツの結び紐は蛇で表現されている。もう一匹の口をあけた（？）蛇が彼の左側に描かれている。左手にはずっしりとした剣を手にしている。同じ手に三つの頭を持つ怪物、番犬ラボルトに結びつけられたロープが握られている。右の手には後ろが蛇の形の小斧が握られている。一匹のサソリが人物の左側に、もう一匹が右足の横に描かれている。彼の左側にはライオンの王座に坐した女性がいる。その冠にもアフリマンと同じく、典型的な図像がある。女神の片手には枝が、他の手には宗派のシンボルが握られている（ギルシュマン、1962年、p.86,98、シュルンベルゼ、1985年、p.127）。彼の右には七つの天体を標示するシンボルをともなった指標が描かれている。同じ図像はルリスタンの青銅器にも見られる（ギルシュマン、1962年、p.78）。
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　シュルンベルゼによれば、我々がアフリマンと名付けた図像には三つの起源がある。第一には宗派のシンボルと両神々の額を飾る角は古代オリエントの伝統にさかのぼり、古代メソポタミアの宗教的モニュメントによく見られる。第二にチェルベラ（ラボルト）からはギリシアの影響を確かめられる。第三に、これらの神々の奇妙な衣装はパルフャンの典型である。首の金属のグリヴナ、大きな剣、ダブルの前身ごろ（トゥニカ）、ズボン、蛇の形をした結びの靴、履物を飾り、ズボンの装飾的な小さい輪はおそらく真珠を表し、これら全てはイラン的である（シュルンベルゼ、1985年、p.127）三つの頭を持つチェルベラ（ラボルト）の像は『アヴェスター』にも見られ、火の神アタールによって殺害される。Ｒ.ギルシュマンがこの神をアフリマンと名付けたのは正しいと考えられる。このように、パルフャン期にはアフリマンの図像としての姿が存在していた。それは明らかに偶然ではなく、おそらくアフリマンを他の神々、すなわち善霊の神々と同じレベルで見ていたのであろう。蛇は常に悪霊のシンボルであり、アフリマンの創造物であった。トゥラーンとイランで発見された蛇の浮彫り像をともなった石の魔除けはこれらの地域における悪霊への崇拝の証拠となる。例えば、そのような双頭の龍の石の魔除けがソフ（フェルガナ）で見つかっており、紀元前二世紀に算定されている（レンペル、1987年、図版-9）。
　アムダリアの宝物からの石板にある騎手をともなった獅子・蛇（ギッポカンポ）の像は紀元前五から四世紀。ヴァクシュ河の寺院（タフティ・サンギン）から出土した有翼馬と蛇男が骨材に彫刻されたものは紀元前二世紀（図版4-1）、北部バクトリアの古代居住地のヤバナの遺跡から出土した石板にある騎手をともなった馬・龍は紀元後一から二世紀（図版4-2）、古代ペンジケントの壁画の有翼ラクダ・龍は紀元後七世紀、古代ペンジケントの壁画の有翼の馬・龍（図版4-3）、サマルカンドの壁画の有翼の羊・龍は紀元後七世紀（レンペル、1987年、図17）、等などは悪霊のシンボルであり、それらは、最古の時代からイスラーム到来まで、イラン語を話すトゥラーンの人々の信仰対象であった。
　アフリマンあるいはアフリマン的な標章の一つが角である。角のある人物は、紀元前五から四世紀のアムダリアの宝物中、金の飾り板に描かれている（図版4-4）。角のある女神を描いたテラコッタが北部バクトリア（スルハンダリヤ地方）のキュジュルハ・テペから出土している（レンペル、1987年、図19、20）（図版4-5）。
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ティリヤテペの第二穴蔵から、Ｂ.Ｐ.サリアニディが「国王と龍」と名付けた金製のペンダントが出土している。この出土品に関連して彼は「細工師はモンゴル系の顔を表現している。現地の王朝の起源について指摘することができるだろう。ティリヤテペの氏族の墓地にける埋葬式の堂々とした見本であり、また、同様にペンダントの肖像画は現存した実際の国王のものであるとも考えられる」（サリアニディ、1983年、p.34）と書いている。そのような筋の説明は誤りだと思われる。統治した帝国の人類学的な類型は遺骨によってのみ判断することができる。そしてこれらの資料はコインの像と同じく印欧語族であることを証明している。
　ペンダントには龍をともなったアフリマンが描かれていたと推定できる。死んだ王は悪神に関する信仰から、悪霊のペンダントを身につけた。一般的に、ティリヤテペ出土の多くの装飾品、アムダリアの宝物、あるいは動物意匠の品物は悪神の像を反映している。それはこれらの品物の所持者が二元論者であったことを証明している。すなわち、善神の力だけでなく悪神の力も信じていたのである。
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ザホク、すなわちアフリマン像の生起についての歴史
に立ち返ったとき、それが非常に古代のものであったこ
とに気づかされるであろう。ルリスタン出土の青銅器に
はアフリマンの像と同定できる品物が多数ある。例えば、
主題を示すような標章の偶像（ナヴェルシヤ）がある。
偶像では下から上まで連続的に二つあるいは三つもの人
間の顔が描かれている。ある偶像では二つの顔が描かれ、
下にある顔の両耳から二つの蛇が出て、それらは上方の
顔を威嚇している（ルコニン、1977年、p.56）（図5）。
他の品物には三人と四つの顔が描かれており、それらの
中の二つは短くワシのようなくちばしではあるが威嚇し
ていない。一方他の二つは長い首と開かれた口で上部の
人間を威嚇している。これらの二つの品物は疑いなくア
フリマンの悪魔的姿を反映している。善と悪の力の闘争
を反映した品物があり、また科学者たちもそれらを正し
くズルヴァーン教と結びつけたのである。ルリスタンの
品物は紀元前七から八世紀に関連する（ギルシュマン、
1964年、pp.48-82）。二元論とズルヴァーン教はルリス
タンの青銅器だけでなくスキフォ・サカの動物意匠にも
見られ、その根源は青銅期時代あるいは新石器時代に発
する。
　さて、ここでプルタルコス（プルターク）の資料でゾロアスタルが第一の神に誓約と感謝によって犠牲をなし、第二の神には憐れみの念をもって犠牲をなすべきだと教えたというところに戻ろう。「したがって、ガデスと暗闇（アリマン）が彼らによって招来される。オモンと名付けられたある草を粉砕し、刺し殺したオオカミの血にそれを混ぜ合わせ、場所に移され、太陽の精通しない所に投げ捨てられる。植物は良い神に、他方は悪意ある悪魔に属すると信じられている。」
イランにおいて正統なゾロアスター教との間では善神のみに犠牲が供えられが、ソグドにおいては善神のみでなく悪神の威力にも供犠がなされ、この伝統は今に至るまで残っている。
今でもタジクを含んだ中央アジアの人々の間ではそのような習俗が続いている。例えばある人がひどい病になったとき、四、五人のムッラが夜に集まり、呪文（アゾイム）を唱える。そしてその時に女神に羊あるいは山羊が供犠される。犠牲は料理されその儀式の参加者が食べる。肉、特に骨つきの肉は全部食べてしまわない。その後、骨や残りの脂などを取り除き、神が宿ると思われている洞穴や町や村外れの廃虚に運び、そこに置いてくる（著者による観察）。（同様の犠牲についてはムラドフを参照、1979年pp.52-53）
　参加者はその間、常に祈祷文を唱えて、ジンが病人を開放して安静になることを願い、犠牲もそのためになされるのである。この習俗はイスラーム以前の中央アジアの人々の宗教に関連するもののように思われる。子供を何度も失った婦人に対しても、上述の儀式が執り行われる。悪霊に対する防御のために、獣骨とオオカミの爪を編み紐に通して、それを子供の首に掛けたり、あるいは子供の衣服にお守りをしっかりと縫い付ける。また、ジンが来た時に、そのために動物を犠牲にしたことを気付くように、オオカミの毛で編んだお下げを獣骨とオオカミの爪と一緒に揺り籠の上方の横木にしばしば結び付ける（ラヒモフ、1976年、p.78）、そしてその流儀、オオカミの爪と毛は病人の守護者なのである。それは幸福を守りこの家族にもたらされる全ての災いを除くのである。この習俗の中にはプルタルコス（プルターク）が述べるアフリマンへの信仰が残されている。
　小アジアではミトラ教の中でアフリマンへの信仰が起こった。その神のために、煤とオオカミの血で塗られたオモニスの草と一緒に犠牲が運ばれた。また、アフリマンへの呪文と鎮静のためにオオカミの姿が用いられた（ベンヴェニスト、1969年、pp｡64-68、ヴィデングレン、1976年、p.52）。
プルタルコス（プルターク）はまたオルムズドが六神を創造したと述べている。プルタルコス（プルターク）はその名前を示してはいないが、上述した神々の全ての意味において、アヴェスターのアムシャ・スパンタン、すなわちヴァフマナ（善思）・アルタ（正義）・フシャトラ（正義の王国）・アルマティ（随心）・ハルヴァタート（智慧）・アムラタート（永遠）の六神に一致する。それらについては先に述べた。
これらの六神に対して、アフリマンは六つの悪魔を創造した。同様に、プルタルコス（プルターク）はそれらの名前を挙げてはいない。アヴェスターの文献にはこれらの悪魔の名前がある。例えば、アカ・マナフ（邪悪の神）はヴァフマナに、オルグはアルタに、ハシュムはフシャトラに、タラマナはアルマティ―に対立する等など、である。オラマイ・イスラームの中ではアフリマンに創造された者として六つの悪魔の名前が述べられている（以下参照）。
　プルタルコス（プルターク）は、ミトラがアフリマンとオルムズドの中間を占め、ペルシア語の名前もその媒介性を意味していると述べている。多くの研究者もこの問題に取り組んできた。ある研究者は、プルタルコス（プルターク）の「アヴェスター」への言及、すなわちこの世とあの世の間の媒介的世界におけるミトラの役割に注目する。他の研究者は、ミトラを天と地の間にある太陽であり、正義を監督するものと考えた。Ｅ.ベンヴェニストはミトラがズルヴァーン教において媒介的働きをなす役割にあると考え、アフリマンとオルムズド間の闘争を述べたアルメニスト・ラングロイスの歴史からの資料を引用する。
　ラングロイスは記す、「アフリマンはアフロマズドを召喚した。彼は彼の息子たちとアフリマンの息子たちの力比べに合意し、アフリマンも合意した。この闘争の結果としてアフロマズドの息子たちが勝利し、彼は仲介のための手だてを講じる。」
　テオドラ・バル・コナイの資料もそれを証明している。暗闇の王が光へ赴き、それを光明の父と名付け、暗闇の王に対して五つの原人（五つの善いアフシジ）
を創造した。それらに対して邪悪の王も五人の息子とともに行動し、勝利し仲介を求め始める（ベンヴェニスト、p.84）。ここにミトラが二つの神の仲介者として活動するのである。
このように、ミトラはオルムズドとアフリマンの間の仲介者として明瞭に現われている。ミトラはこれらの二つの神々の間の仲介者であり、それ故にゾロアスター教における合意・契約の守護者として登場する（第三章参照）。
その他にミトラの役割として審判を加える必要があると思う。ズルヴァーンは最初の息子に全てを与えようと約束した。しかし、邪悪なる者が暗闇の思考をともなって現れ、それ故に、その約束の完結には至らなかった。彼は両方の息子を同時に王とし、しかも弟であるオルムズドがその働きにおいて兄よりも優位であるべきように定めた。周知のように、古代においては兄が父の跡継ぎであり、父の後に一族の長となると考えられていた。したがって、ズルヴァーンは約束を破ったのみならず、同時に伝統をも変えたのである。全てのことが兄弟の間の争いを悪化させたに違いない。彼らの争いや絶え間ない闘争は、必然的に審判を要したであろうし、ミトラがその審判者だったのである。
上述のように、アル・シャフリストンの資料にはオルムズドとアフリマンの間に仲介的な天使が存在しており、おそらくそれがミトラである。プルタルコス（プルターク）は、オルムズドがそれ自身三度にわたって増大し、太陽と地上の間の距離と同じ長さを太陽から離れたと書いている。
ゼンド・ヴェーンディダードのファルガルディ２、ジャムについての伝説には、ジャムシェード地上を統治する間、三度にわたって動植物で一杯になり、ジャムはオルムズドを訪れ、地上の過密についての方策を尋ねた。オルムズドはそのつどジャムの願いに応じて地上を増大した。このようにして、地上は三度にわたって拡張された。このように、プルタルコス（プルターク）の資料にはアヴェスター文献にある世界の周期についての考え方を見出すことができる（アソティル、pp.120-122）。
オルムズドの三度の増大は三つの天国と相応する考えである（ベンヴェニスト、1929年、p.97）。
天地創造の主題については部分的に述べてきた。オルムズドには三つの天国の階層がある。一つの天界は他の天界の中にあって、「遠く広がった卵型の太陽と泡立つ金属から成り、頂点は無限の光に至る。全ての生き物は天空において創造され、その中には、城や砦の中のように戦いに必要な武器は全てその家の中に備わっており、その中には全てのものがある。」（ドレスデン、p.342）。一つが他の中に含まれる三つの天界はゾロアスター教の三つの領域、「善思」・「善語」・「善業」に相当する。
しかしながら、Ｅ.ベンヴェニストは、全ての三つの領域の天空がオルムズドの身体から創造されたとする部分は、マズダ教ではなくズルヴァーン教に依っていると考えている。ズルヴァーン教では星を伴った天界はオルムズドの体であるとされている。神の身体から天空が創造されているという考えはマニ教においても見いだせる。しかし、マニ教においては天空は三つではなく、五つの部分から成り立っている（上記参照）。事実、パフラヴィーのリボヤートには、オルムズドは同一な広さと高さの白いガラスの頭から卵と同じような天空を創造したと述べている（メフルドド、p.35）。
プルタルコス（プルターク）はオルムズドが天空を星々で飾り、そして一つの星、シリウスが他の星たちを守護し巡視する主導的な位置にあると書いている。プルタルコス（プルターク）の叙述はゾロアスター教よりもズルヴァーン教に近い。ティシュト・ヤシュトでは、ティシュトルは馬の姿で活躍する夜の神で、光と雨の神であり、悪魔や魔術師と戦う。ズルヴァーン教のミノイ・ヒラド、49カルド、4-5バンドでは、ティシュトルは他の星たちの守護神として活躍する。
上述のように、マニ教では一人の天使が天空を守護するが、おそらくズルヴァーン教からの借用であろう。
プルタルコス（プルターク）はオルムズドが二十四の神々を創造し、卵の中に配したが、アフリマンもまた同じ数の悪神を創造し、それらは卵の中に置かれて、善神と混じり合ったと記している。この叙述はアヴェスターの文献には反映していない。
また、ミノイ・ヒラド、44クラド、8には、「天空、地上、水、全ては卵のようである。天空は卵のように地上を取り囲み、地上は卵のように天空に結び付けられている。」と説かれる。Ｅ.ベンヴェニストによれば、オルムズドの二十四の神々を含めた創造物は卵の中のように天空の中に配されていると結論付けており、それはプルタルコス（プルターク）の説と一致する。アフリマンの霊たちが卵へ侵入したというプルタルコス（プルターク）のさらなる叙述の説明に関しては、悪魔たちが光明を取り込みあるいは混じり合おうとしたと説くマニ教の文献と同一であると言える（上記参照）。善と悪の混合という問題点は、先に挙げたシャフリストンの文献を含めて、ズルヴァーン的性格の幾つかの作品の中で大変よく述べられている。「オラマイ・イスラム」の第二版には、「オルムズドは輝き、純粋で、善で、全智者で、最上の者で、深淵における輝きであり、九十六ファルサングの距離において暗黒で、忌わしく、殺戮者であるアフリマンと見える。」とあり、オルムズドについては、「オルムズドは敵と見え、敵を中空から放逐するべきだと考えた」。（すなわち、オルムズドとアフリマンの間には虚空、空虚な空間がある。筆者註）
オルムズドはまさに時を司る。その本性が全ての善であるオルムズドがそれを築いた。オルムズドは永劫の時間、一万二千年を数える時を創造した。彼は全ての天界を一体化した。十二の恒星の星座は、それぞれに等しい千年の期間である。精神界の仕事の完成には三千年を要した。アリエセ・トウルス、セミニは一つの星座について千年の仕事を完成させた。そして、アフリマンはオルムズドとの戦いへ赴いていった。彼は戦争への命令によって陣立てされた軍隊を見（戦いを恐れて、著者註）、地獄へと突き進んだ。そこにあった暗黒と悪臭と汚れた物によって軍隊を創造した。このアフリマンの準備は三千年継続した。その時にオルムズドは世界における創造の仕事を為し終える。」彼は諸天を諸天のゴルズモンの上方、五億七千六百万ファルサングにも達するところに創造した。四五日で天空が、六〇日で水が、七五日で地上が創造された。そして三〇日で大小の植物が創造され、八〇日で家畜とガヨマルトが創造され、日々のなかの七五日でアダムとイヴ（マルティアとマルティヤナグ、あるいはマフリヤとマフリヤナグ、筆者註）が創造された、したがって一年は三六五日となり、創造物（世界）がカンセト（カフムルド、カヤマルス、筆者註）へ委ねられ、アダムとイヴが創造された時に、それら全体の創造された総体ができあがった。言及されたことが成し遂げられるには三千年を要した。邪悪なアフリマンはふたたび活動を開始し、天空や山々や地上に穴を開けて世界へ突入した。彼は世界のあらゆるものを自らの悪によって冒涜したが、（根源の）聖霊を支配することができなかったので、九十日の昼夜にわたり戦いを開始した。天空と精霊の力が世界の救済にやってきた。彼らは七つの最も邪悪な悪魔たちを捉え、それらを拘束した。彼らはアフリマンをアフリマン自身が世界へとやってきた穴を通して地獄へ運び去り、地獄に拘束した。アドルヴィシュトとフリンゲスの二人の天使がそれを監視している（オラマ、pp.451-452）。このようにして、善なる聖霊はZirach、Tarich、Naanqis、Tarmad、Hesham、Sij、Nizの七つの悪魔を投獄し捕虜にした。オルムズドはそれらそれぞれを七惑星の光で包み、それらをイランの名称でKayvan、Ormuzd、Bahram、Shed、Anid、Tir そしてMaxと名づけた。それがなされた時、世界や太陽は運行をはじめ、月や星辰は昇り動きはじめ、時間、昼夜、年月があり、星辰が見えるようになって、人々の運命の規範となった（オラマ、p.453）。しかしながら、アフリマンの力はこれらの囚われた悪魔たちに届き、かれらはこの世界に害を及ぼしている。それは一日の再生まで続く（オラマ、p.455）。
同じような異本を『ブンダヒシュン』に見ることができる。そこでは破壊霊が強い力もともなって地獄から戻ってきたとき、オルムズドは恐れて彼に世界を差し出したとされている。しかし、アフリマンはその申し出を拒絶した。そこで「オルムズドはアフリマンとの無限の戦いを避けるために妙案を考え出した。すなわち、九千年において時期を提案した、周知のように「三千（年）は全体にオルムズドの牡牛を承諾する中で経過する、三千年はオルムズドの牡牛とアフリマンを承諾する混合の中で経過する、そして最後の戦闘で破壊霊は力を失う（ザエフナ、pp.98-103、pp.312-320）。
Ｅ.ベンヴェニストは二十四の神々について二つの見解に帰結した。第一の見解は『バビロンの占星術』という本からのマニ教文献であるクモント章の高名な研究者に帰属する、すなわちプルタルコス（プルターク）の二十四の神が二十四の星に合致するというものである。第二にはマニ教の規定に基づいており、周りの神は十二あって同じ数の神がミトラの周りにもあるとする見解である。プルタルコス（プルターク）はこの二十四の神々のことを念頭に置いている。そしてＥ.ベンヴェニストは後者の見解により傾いている（同、p.97）。しかし、この考えには納得しがたい。『アヴェスター』には千以上の神々が言及されている。しかし、それらの中で一日の守護者として二十五の神々が大きな役割を果たしている。
もし、一番目と八番目と二十三番目の日はオルムズドに捧げられており、またオルムズドは二十四の神々の中に含まれていないのを考慮に入れると、二十七日となる。最後の二日もそれらが「聖語」と「惑星」を捧げられるべき神格を持たない。したがって、二十五日である。十九日（ファルヴァルディン）もまた特別な神を有しないということになりそうである。それ自身の神々を有しない二十四の日にちとなる。
二十四の神々についての直接の言及はゾロアスター教にもまたズルヴァーン教やマニ教においてもない。
『ブンダヒシュン』にはアフリマン（アングラ・マンユ）が六つのアーメシャ・スパンダに対抗して六つの不死の悪魔を創造したとある。
１．アカ・マナ－悪思、ヴァフマナ（善思）の名と正反対を表わす。アカ・マナに全てのダエーワたちは服従し（ヤスナ、30.6）人々もそれに従う（ヤスナ、5）。
２．アンドル（アヴェスターではインドラエ）－混乱、無秩序、アルテ・ヴァヒシュテ（最高の秩序）に対する。

３．サッボル－「価値のない力」、ダエーワたちの頭であり、専制君主、僭主、強圧者を庇護する。クシャトラ・ヴァリヤに抗して登場する。

４．アナンガヒス－「不純な従順」－スペンタ・アルマティ―（「聖なる従順」）に対して戦う。
５．ティリズ－殺戮者、破壊者。

６．アジリズ－ザルドロング－黄色がかった、緑がかったもの。植物の毒殺者である。これらの二人のダエーワはフルヴァタート「健康」とアムルタート「不死」に対して戦う（アソティル、p.80）。面白いことに、最初のアカ・マナを除いて、邪神たちの名前は種々雑多な起源によっている。これらのダエーワの名前の他には、他のダエーワは次のようになる。１）タルマッド－無礼、卑劣。２）ミトフト－虚偽、欺瞞、中傷。３）ラシュク－妬み、嫉妬。４）ハシュム－怒り、激怒、憎悪。ハシュムは七日かけてアフリマンによって創造され、その急使として登場する。彼はオルムズドの創造物を破壊する役目である。彼はラシュク、ミトフト、タルマドのダエーワたちとともに行動する。彼は血に餓えた取り巻きを持っている（アソティル、pp.80-81）。
５）ヴァズリシュ－死、致命的害、致死。臨終の人のもとに現れ、彼らを地獄へ引きずり込もうとする（アソティル、p.81）。『ヴェンディダード』には罪人をチヌヴォト橋まで送っていくとされている（ヴェンディダード、19.29）。アズダク、ウヴダク－、激情家、扇動家、卑劣さ、陰謀家。
６）アカタシュ－ダエーワ、ドゥルジ－嘘、否認。『アヴェスター』ではアカタシュは悪の創造物、悪事である（ヴェンディダード、10,13,19,43）。
７）ザルマン－老衰、このダエーワは胸が悪くなるような息のように、人々がなるべく早く老いるように仕向けようとする（アソティル、19,23）。
８）チャシュマク－ダエーワ、地震や旋風、竜巻をもたらす。
９）ヴァルン－人々を正しい道から力づくで遠ざける（アソティル、p.82）。
１０）ブショスプ－ダエーワ、怠惰をもたらす。『アヴェスター』ではブショスプは障害を意味する。彼は悪事をなすことによって人々の祈りを阻もうとする（ヴェンディダード、17,15-17,23-25）。
１１）シジ－ドゥルジ、ダエーワ、浪費をもたらす。
１２）ヒジ－ダエーワ、張力、緊張、弾力性、旱魃をもたらす。
１３）オズ－ダエーワ、何事にも満足しない貪欲をもたらす（ヴェンディダード、13,19、21-22）。
１４）パニ－ダエーワ、全てのものを貯めこむが、食うのでもなく人に与えるのでもない（アソティル、p.82）。すなわち貪欲なダエーワである。
１５）ファデフトル－騙すダエーワである。
１６）アエンザグ－ゴシップ屋、ケチをつけるもの、密告者。
１７）アノシト－嘘をつくダエーワ、虚偽、騒がしく叫ぶ者（アソティル、p.83）。
１８）ウス－死者を冒涜する者（アソティル、p.82）。
１９）オゴシュ－ダエーワ、邪悪な目をしたドゥルチ。
２０）ブト、ブッダ－インドで信仰されるダエーワ。
『アヴェスター』ではブチ、なんら確実な意味も持たない（ヴェンディダード、18,1-3）。『バンディ・ハシュ』ではブッダはインドの神を意味する（バンディ・ハシュ、p.186）。
２１）アストヴィド－ダエーワ、人々の魂を取る。もし、それが人々に触れると、人々から生気がなくなる。もし、影に襲われると、発熱する。もし、それらの存在に見惚れてしまうと、魂を奪われる（アソティル、p.83）。
２２）シュルチャシュミ－ヤズダンの名で人々に言及されることや思い起こされることのなかったあるもの（特別なもの）の姿になろうとするダエーワである。そのような人々と生活し付き合うダエーワである。名無しのダエーワであり、ことなる害をもたらす。
２３－２４）アプシュとアスパンジフルシュ－ティシュトラ神と戦うダエーワである（アソティル、p.83）。
２５）クンダチ－魔法使いを庇護するダエーワである。
２６－２７）ナウとノウ－罪人を庇護する二人のダエーワである（アソティル、p.84）。
上述のものの他にも様々なダエーワがいる。例えば、アポフタロンである。それは、天の領域でティシュトラ、ミトラ、マフ、ネブ、フルシェド他の様々な神々と戦うダエーワのグループである。七つのアポフタロンのグループはアフロマズドとアーメシャ・スパンダと戦う（アソティル、p.83）。このように、アフリマンはアフラマズダの善神と同じ数のダエーワを創造したのである。
『グジダホイ・ザダスパルム』にはアフリマンとオルムズドの七つの創造物、すなわち天界、水、地、植物、動物（バラフ－グスファンド、ガフ）、人間（カユマルス）そして火（アソティル、pp.21-33）との間の七つの大きな戦いが述べられている。戦闘は勝者を見ることなく、死者の再生まで続くであろう。
プルタルコス（プルターク）は、アフリマンとオルムズドはそれぞれ三千年の間統治し、三千年の間互いに闘って創造物を破壊し、結局はオルムズドが勝利する。
　『バンディ・ハシュ』第一巻、八章２にはこの世界の始まりから終わりまで一万二千年を経るとしている。この間を通じて善と悪の二人の神が並び立つ。一万二千年の後に、悪は消滅して世界には善のみが残る。しかしながら、この考えはプルタルコス（プルターク）の示したものとは一致しない。ゾロアスター教にさらに近い見解は、『ミノイ・ヒラド』において、オルムズドとアフリマンとの間の戦闘は九千年をもって終結するとしている。アフリマンは力を失い、それ以上は悪を創造できなくなる（ミノイ・ヒラド、八章十一節）。
　ゾロアスター教によれば、世界は一万二千年存続する。その中の最初の四千年は、本来の安静の時期であり、動きはなく、何も変化しない。それにも関わらず、オルムズドとアフリマンの父であるズルワーンは圏外にいた。ゾロアスター教においてはその役割の幾らかをオルムズドが演じている。暗闇と無知の象徴としてのアフリマンにはあらかじめ何もわからない。オルムズドの力や能力についても、また明るい善なる性質についても、何もわからない。逆に、オルムズドはあらかじめ全てを知っている。彼はアフリマンが彼に対抗する者であること、また逆らってあべこべにすることも知っている。それにもかかわらず、オルムズドは彼に援助を依頼し、またアフリマンが彼に祈ったことを依頼する。オルムズドがアフリマンから拒絶されたとき、九千年の闘争が引き起こされるのである。
　E．ベンヴェニストはオルムズドがアフリマンがそれを聞きいれないことを知っていたということを否定している。全ての後に何のために彼に尋ねる必要があっただろうか？この考え方はゾロアスター教のマギたちによって案出され、ズルワーン教と彼らの宗教を区別するために、余分な三千年を加えた。それ故に、彼らの追加は文脈と一致しない（ベンヴェニスト、p.104）。我々の意見では、たとえアフリマンが全てに対して反対のことをするとあらかじめ判っていても、オルムズドはアフリマンに尋ね、自分の側へ召喚するなどして正しく行動したのである。
タジクにおいては、東部の多くの他の人々と同じく、誰かに反対するよりも以前にそれを相手に知らせねばならないという慣習が残されている。そしてもしそれが合意に至らなければ、戦争になるのである。もし、オルムズドがアフリマンに忠告せずに、彼に対する戦争を始めたのであれば、アフリマンは彼（オルムズド）があらかじめ自分（アフリマン）に説明したならば合意したであろうにと彼を非難することになったであろう。
『バンディ･ハシュ』によれば、はじめの三千年の戦闘ではオルムズド側が優勢であり、第二の三千年の戦闘においてはオルムズドの劣勢で経過し、そして最後の千年においてのみオルムズドはアフリマンに最終的に勝利する（バンディ・ハシュ、7-11）。
プルタルコス（プルターク）はズルワーン教と関係する情報源から資料を得ていたと想定することができる。しかし、彼はズルワーンについては言及していない。
6世紀前半にクティシホンを訪れたディミシュキはアフリマンとオルムズドの父であるアカロンについて引用している。ただし、より早い時期の著者であるアダムス・ラヴドスの資料に負うものではあるけれども、それを自著の『ナブルユ・デニヤフ』（1929年、p.25）の中で述べている。
アリストテレスもまた統一神アカロンや同時的存在であるオルムズドとアフリマンを認識していた（アリストテレス、フィロソフィ、２、p.305）。
E．ベンヴェニストはゾロアスター教の不十分な理解の結果としてゾロアスター教にズルヴァーン教がもたらされたと書いている（ベンヴェニスト、p.108）。しかし一方で、ズルワーン教が非常に古代の宗教であったと考えることも可能である。ガーサーの中で双生児の神としてオルムズドとアフリマンが言及されていることはズルワーン教が古代のゾロアスター教であることを証明している。ササン朝の間に限れば、ゾロアスター教はズルワーン教から不純物を除去しよう努めた。ソグドやホレズムにおいてはこの純粋化はなかった。ソグドを東トルキスタンへと通過したマニ教でさえもさらにソグドの宗教の要素をその自らの内へと吸収した。実のところ、東トルキスタンのソグドの人々が光の父をズルヴァーンと名付けたのに根拠はないのである。ソグドの人々はブラフマもズルワーンと名付けた(ドレスデン、p.358)。この資料はソグドの人々が仏教やヒンドゥー教の神々の姿において神々を受け止めていたことをよく物語っている。したがって、先に述べたペンジケント出土の三頭の神ヴィシュパルカルは、ソグドの人々の間で、若いズルワーンとして理解されたのかもしれない。
ここで、我々の意見において、ズルワーンの神が表現されていると考えられる、若干の考古学的資料について触れることにしたい。何よりもまず、何度も公表されて著名なバルティムスクの杯を挙げたい。杯は紀元前４世紀から前３世紀に時代算定されている（バデル、1948年、pp.84-91）。この盃は多くの学者によって研究がなされている。これらの全ての成果はＡ.Ｊ.ラポポルトの研究に集約されているので、それらを繰り返して検討する必要はない（ラポポルト、1997年、図版6-3）。
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周知のように盃には四
つの特徴から成る孔雀が
描かれている。孔雀は普
通のものではなく、神的
なものである。背部には
顎鬚のある顔が描かれ、
胸部には若い顔が、後方
にはその口から孔雀の尾
羽が出ている怪物が描か
れている。その首の部分
にはファッルの象徴であ
る首輪が、頭部にもまた
半月の形をした王権の象
徴が描かれている。孔雀
のまえにはマジマルが描
かれている。Ｊ.Ａ.ラポ
ポルトは、孔雀が含んで
いる諸要素はよく知られ
たものであると書いてい
る。「足－魚は疑いなく水
の要素に、炎の舌の形を
した尾は火に関連してい
る。火は怪物ような頭の
口から出ており、マカラ
と呼ばれる図像との完全な一致を示している。それはインド美術において確立され、またクシャーン期のアフガニスタン美術において水の要素あるいは何よりも世界の海を具象化する。」孔雀の頭には天的星辰の象徴が描かれている（ラポポルト、1977年、p.60）。
　バルティムスクの杯における孔雀にはズルワーン神の諸要素があると考えられる。孔雀の胸はオルムズドを表現しており、その前のマジマルの火は火の聖なる象徴である。後部の口を開けた怪物の頭はアフリマンである。二つの要素、光であるオルムズドは頭部に、暗闇であるアフリマンは尾の先に配置されている。
ゾロアスター教徒にとって人体で最も聖なる部分は心や呼吸器官がある頭部であることはすでに先に述べている。頭や心が知性の器官であるのに対し、下半身は腸や消化器官がある場所で、アフリマンの要素である。したがって、賢者の神オルムズドは頂点にある頭部において表現され、暗く邪悪な考えの具象であるアフリマンは下部において表現されるのである。
イランの神話において魚は聖なる生き物である。「夢に魚と鳥を見る者は、死後に王となる」このように、鳥（孔雀）と魚のイメージは王座と関わっている。そして一般的にバルティムスクの杯のイメージは統治の神ズルワーンの要素を体現している。
コイクリルガンカリン出土の水筒も同じ意味上の価値をもっている。水筒には頭の上に天的な王権の象徴を付けたガチョウが描かれている。背中には顎鬚の顔、胸部には顎鬚のない若い顔が描かれている（図版6-1）。Ｊ.Ａ.ラポポルトによれば、「ホレズムの芸術家は、空・地・光、その他の宇宙組成の諸要素がいまだに一つに注ぎ合わされている最上の宇宙における最後の瞬間を再現した。おそらく、天蓋を創造しなければならない顎鬚を生やした頭はまなざしを上方へと向けているのであろう。母である地は父である空に相応しなければならない。おそらく、それは、鳥の胸部を形づくっている女性の頭によって具象化されているのであろう。鳥の頭は、バルティムスクの杯と同様、あきらかに天の星辰の象徴を伴っている。主な宇宙空間の機能のほかに、そのガチョウは構成の中の空の要素の潜在的象徴の価値を有している。「孔雀」の場合のように鳥の残されなかった部分、水の標識のようなものを加えたことを除外するものではない。しかしながら、より相応しくは、全ての水鳥のイメージによって具象化されているということであろう（ラポポルト、1977年、pp.63-64）。
杯には、背中には顎鬚の顔であるズルワーンが、胸部には顎鬚のない若い顔であるオルムズドが描かれているのをみてきた。グリフィンの図像については、顎鬚の顔を苦しめようとしているそれはアフリマンであり、父と弟を破壊して自分が王になろうと望んでいる。ワシなどのような猛禽類はアフリマンによって創造された。アフリマンはオルムズドによって創造された全ての飛ぶ鳥を破壊するためにそれらを創り出したのである。ホレズムの水筒やバルティムスク出土の杯は男と女、天と地、火と水、光と闇、善と悪における統合をおこなう神、すなわちズルワーンについての伝説を反映しているように思われる。いくらかのゲッム－グリッルにはズルワーン神が表現されたものがあることは疑いない。例えば、それらの中の一つ（図版6-2）には頭に放射状の鶏冠がある孔雀が表現されている。背中には年配の顔、胸部には若い男性、尾には獣のようなものがいる。おそらく、背中にズルワーン、胸部にオルムズド、尾にはアフリマンが描かれているのである。
　他のゲッムには有翼のラクダあるいは羊の中にズルワーンが表されている。頭には神々の王の象徴であるリラ－王冠がある。胸部と後大腿部は人の顔に変形されている（図版6-4）。
最近、前述のような構図のある小さな金属容器がトゥルクメニアから出土している（レンペル、1987年、p.69、図29）。最上部には右手におそらく拝火壇（Ｌ.Ｉ.レンペルの見解では杯）を持った若い男がいる。下部には口を開けた動物（アフリマン）が、その背中には顎鬚の顔のズルワーンがいる（図版6-9）。
　そこにあるのは間違いなくズルワーンについての神話である。すなわち、四足の動物はアフリマンであり、顎鬚の顔はズルワーンであり、マジマルを持った若者はオルムズドである。Ｊ.Ａ.ラポポルトは、明らかにズルワーン教と関連した幾らかの絵画はコイクリルガンカリンの水筒と同様にグリッルであると結論づけている。「人間の顔、動物や鳥の姿の変に凝った様々な組み合わせが表現され（図版6-5,8）、ローマ期の地中海地域に流布したが、それらはイランと関連している（ラポポルト、1997年、p.59）。それらの中のひとつ（図版6-5）では顎鬚の顔がズルワーン、山羊の頭がオルムズド、ワシの頭がアフリマンを表している。他（図版6-6）にも、二つの顔が表現されており、顎鬚の老人がズルワーン、顎鬚のない若者がオルムズド、そしてワシがアフリマンである。第三と第四には双生児であるオルムズドとアフリマンの誕生についての宇宙的筋書きが同じく描かれている（図版６、7-8）。
注目すべき点は、上述の主題全てがイラン世界と関わっていることである。それらの生起はズルワーン教の強化という宗教事情と関わっている。すなわち、それらはアケメネス朝末期からササン朝初期に起こっているのである。この特別な時期に小アジア、メソポタミア、イランそしてトゥラーンにおいてズルワーン教が強化された。
　ソグドの地名においても、山間部の集落や谷にはザフロンという名称が残されている。明らかにザフロンはズルワーンであり、アフリマンとオルムズドの父の名前である。
このように、ズルワーン教はイランにおいてだけでなく、ホレズム・ソグド・バクトリア・フェルガナ・チャチュそして東トルキスタンにおいても流布していた。ミトラ教やマニ教は多くの点において源をズルワーン教に負っている。ズルワーン教は、偶像崇拝、祖先崇拝を含む古代イランの異教の信仰の多くの要素を内包し、そしてその中心は二人の神が存在するという教説、二元論にある。ズルワーン教の起源はルリスタンの青銅器時代あるいはそれより古代に発している。それはアケメネス朝期にも存続したが、しかし、パルティア期あるいはさらにササン期においてその地位が強化された。トゥラーンにおけるズルワーン教はいわゆる動物様式とよばれる発見によってその存在が知られていた。動物様式においては善悪の生き物が互いに闘っている。善神への信仰のみではなく、悪神をも見ることができる。すなわち、他方の蛇や龍などのイメージは悪霊であるアフリマンと関連するものである。
まとめ
１．イスラーム以前のタジク（ソグド・ホレズム・トハリスタン）の宗教についての現存する文献や考古学資料の分析によって、彼れらの宗教が寺院や聖域における全ての種類の聖火（ヴァラフラン・ファランバグ・ミフルバルジンの火）、すなわちアヴェスターの一群の神々への偶像崇拝をともなうズルワーン教派のゾロアスター教であったことが明らかとなった。ソグドや他の中央アジアにおける聖域や聖火の拝火壇の間取りは大きな拝火教寺院のように教団化されたものではなかった。それぞれの聖域には聖火が燃やされるアーチ状のニッチ、ミフラブが建てられていた。ミフラブは贅沢に装飾され、聖域においてのオタシュガハの役割を果たしていた。聖域にはすべての儀式の準備のための聖火とその保存炉があった。
チャルタク様式の拝火寺院の発見は、それらが古代イランの拝火寺院と同じ間取りであることを明らかにした（チャルタク様式の拝火教寺院は青銅器時代の遺跡において発見されている）。したがって、バクトリアとソグドが聖なる火とアヴェスターとザラドゥシュトの故郷であったといえる。
２．考古学的調査によって、ソグドにおいては拝火寺院の中には、アヴェスターのパンティオンの神々の図像が置かれた神々の寺院があったことが明らかとなった。アラブの侵入の際に書かれた資料において報告されたペンジケントの諸寺院が、神々の家の例であるといえる。諸偶像は金や銀、青銅、木、石あるいは土から作られ、様々な大きさであった。それらは普通盛装し、貴金属や宝石の多くの装飾品を身に着けていた。ソグドの人々はその神々が人々を悪霊から護ってくれると信じていた。人々は善神を信仰するのと同時に、人々に害をもたらさないようにと悪神をも崇めた。
ソグドとササーン朝の暦の分析からは、三十日の全てがアフラマズダに統べられたアヴェスターの神々に捧げられていたことが明らかとなる。偶像の寺院にはアヴェスターの暦の神々の彫像や肖像画があった。

３．ソグドの納骨容器オスアリの研究からは、それらの側面にアヴェスターの冥界の神々が表現されていることが明らかとなった。ハウマ・ファッル・ソルシュ・ディン・ラヴシャン・アルシュトド・ミトラ・アシャ・アタルなど、十三以上の神々が冥界と関わっていた。ソグドの人々、そしてイラン語を話す他の人々、トゥラーンの人々は冥界に大きな価値を見出しており、天国と地獄、善神と悪神の存在を信じた。彼らはファルハルを信じ、毎年ナヴルーズには彼らに供物を捧げ、祖先への敬意をもって追悼会を催し、追悼の舞踏や歌を執り行った。
４．ズルワーン教の問題はソグドやホレズムすなわち、中央アジア地域のゾロアスター教徒の宗教についての多くの疑問に関わっている。
ササーン朝ペルシアのゾロアスター教とトゥラーンのゾロアスター教の比較によって、ソグドあるいは他のトゥラーン地域の宗教がよりズルワーン宗派のゾロアスター教であったという結論を導き出すことができる。
ササーン朝ペルシアのゾロアスター教とトゥラーンのゾロアスター教の主な相違は、トゥラーンにおける火の信仰と偶像信仰の組み合わせであり、偶像はアヴェスターの善神を表現していた。したがって、ソグドの人々は『アヴェスター』と預言者ザルドゥシュトを含めて周知していた。すなわち、その宗教をゾロアスター教と呼ぶことも可能であろう。しかし、ソグドの人々は悪神・アフリマンをも崇めた、それはゾロアスター教の伝統とは相容れない。ズルワーン教は偶像崇拝、祖先崇拝、善悪の同等な二人の神の存在によって示される二元論などを含めた古代アーリアの信仰の多くの要素から成っている。
伝説によれば、ズルワーンは、九千年においてアフラマズダとアフリマンが同等に世界の創造者・王であると宣告した。
考古学的発見品はその表現においてソグドの人々が善神と悪神を崇拝していたことを示している。中央アジアの様々な領域においてズルワーンの具象化された象徴の図像をともなって発見された資料、そしてまた、文献や考古学的資料の分析によて、トゥラーンの宗教がゾロアスター教であり、より広く注意深い研究が必要とされているという結論を導き出すことができるであろう。
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� 自然の要素（火、水、空気、地）の一つ。





128

